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株式会社 研 進 過去情報 2012（平成 24）年度 

２０１２（平成２４）年度の情報・トピックスを掲載します。 

 苗木の出荷本数１０万本突破！～いのちの森づくり～           2013/03/31

私達が推進する「いのちの森づくり」プロジェクトは、２００６年秋にスタートし７年目を迎えていま

す。宮脇昭先生（横浜国大名誉教授）はじめ多くの皆様のご支援を得て、その土地本来の木（潜在自然

植生）のドングリや木の実から苗木を栽培して植樹活動を展開して参りました。苗木の出荷を開始して

からは４年目、お陰様で苗木の累計出荷本数は１０万本を突破しました。  

 

 

 

 

 

 

「グリーンとしま」再生ﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾄ／東京・豊島区：電車の見える公園植樹祭（2013年 3月 20 日） 

掛川市・時ノ寿の森クラブ／感謝と希望の植樹祭（2013年 3月 24 日） 

「森づくり」を通じて、障害をお持ちの方々の自立就労支援を目的として、「福祉・環境・教育・労働」

の連携も徐々に進み、手応えを感ずる今日この頃です。 

これからも、皆で力を合せて本プロジェクトを通じた「森づくり」の輪を拡げ、「人づくり」にも繋げ

て参りたいと思います。 

＊＊「進和学園・いのちの森づくり基金」活用実績＊＊ 

出荷した苗木１０３，９４３本の内、進和学園「いのちの森づくり友の会」による基金を活用して、 

２４，３８９本の出荷が実現しています。 

同会の会員の皆様から頂いた会費や皆様から寄せられた寄附金・助成金は、公共スペースに植樹する苗

木代金の他に、必要な資材の調達並びに植樹・育樹に励む障害をお持ちの方々の工賃や社会参加活動を

支える貴重な基金として、有効に活用させて頂いています。 

http://www.shinwa-gakuen.or.jp/inochi_no_morizukuri
http://ja.wikipedia.org/wiki/%E5%AE%AE%E8%84%87%E6%98%AD
http://www.shinwa-gakuen.or.jp/works/inochi_no_morizukuri/tomonokai
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  ２００９~２０１２年度の活用実績の詳細内容は、こちらをご覧下さい。 

   ⇒  「進和学園・いのちの森づくり基金活用実績」（2009～2012） 

 

（株）サン・ライフ様のご寄附に感謝！～植樹実績８，５００本～       2013/03/31 

        

          ホテルサンライフガーデンにて（2013年 3月 22 日） 

冠婚葬祭・福祉・文化事業を展開される（株）サン・ライフ様（神奈川県平塚市／社長：比企武様）に

は、３年連続で進和学園「いのちの森づくり基金」に多額のご寄附を賜っています。累計５２０万円に

及ぶ貴重なご寄附を活用させて頂き、神奈川県を中心とする公共のスペース８ヶ所に合計８，５００本

（３４０万円相当）の苗木を植樹することが出来ました。県や市をはじめとする行政・相対団体の皆様

http://www.kenshin-c.co.jp/img/uploads/9/いのちの森づくり基金活用実績一覧(2009~2012累計最終版）.pdf
http://www.sunlife.jp/
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からも感謝の声が寄せられています。次年度も、同社のご寄附に基づき、４，５００本（１８０万円相

当）の苗木を提供の上、植樹させて頂く計画です。 

 

 

 

苗木は、進和学園メンバー（知的障害をお持ちの方々）が、地元で採集したドングリや木の実から栽培

しており、緑化活動を通じた環境保全への貢献並びに障害者の自立就労支援にも繋がっています。同社

及び関係の皆様に、心より敬意を表しますと共に御礼申し上げる次第です。 

     （株）サン・ライフ様ご寄附による植樹実績（2013 年 3 月末現在） 

      ① 湘南国際村めぐりの森（横須賀市）     ：４，５４７本 

      ② 国立神奈川病院（秦野市）          ：１，０９０本 

      ③ 多摩美術大学八王子キャンパス（八王子市 ） ：  ９５０本 

      ④ 国道 134 号線千石河岸側道（平塚市）    ：  ５００本 

      ⑤ 社会福祉法人進和学園（平塚市）        ：  ４８５本 

      ⑥ 神奈川県立秦野曽屋高校（秦野市）          ：  ４５０本 

      ⑦ 湘南ひらつかパークゴルフ場（平塚市）      ：  ２７８本 

      ⑧ 国道 134 号線袖ケ浜沿道防砂林（平塚市）   ：  ２００本 

                           合計：８，５００本 

 

「若大将のゆうゆう散歩」（ＴＶ朝日）にて放映／ﾎｯﾄｹｰｷ･ﾊﾟｰﾗｰ Little Tree    2013/03/21 

        

Little Tree は、私達が推進する「いのちの森づくり」と価値観を共有し、サイドメニュー等に進和学園

他福祉施設自主製品を活用しているホットケーキ・パーラーです。昨年９月にオープン以来、日本の伝

統的なホットケーキが人気を博し、各種メディアからも注目されています。 

このたび、Little Tree が、下記のテレビ番組において取材され放映されました。 

http://www.kenshin-c.co.jp/little_tree
http://www.shinwa-gakuen.or.jp/inochi_no_morizukuri
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・番組：「若大将のゆうゆう散歩」（テレビ朝日） 

・放送：２０１３年３月２１日（木） ９：５５～１０：３０ 

・内容：俳優の加山雄三さんが、小田急線「梅ヶ丘」周辺の散歩途上で 

    来店され、ホットケーキをご賞味頂きながら、冬木透マスタ－ 

    と歓談・・・。 

加山雄三さんも称賛した自家製メープルソースと、「カリッ・サクッ・フワッ！」のホットケーキの味

のコラボレーションを、皆様も是非ご賞味下さい！ 

「若大将のゆうゆう散歩」（2013 年 3月 21日／梅ヶ丘・前編） 

 

 企業と福祉の連携／福祉的就労の拡充 ~ 最近の取り組み事例から ~     2013/03/19 

福祉施設で働く障害者の平均月額工賃は、１万５千円程度の低水準にあります。自立のためには、障害

基礎年金と合わせ最低賃金の三分の一の工賃が必要とされていますが、極めて厳しい実態にあります。

障害者の法定雇用率は、２０１３年度より２．０％（現行１．８％）に引き上げられますが、企業への

一般就労が叶う障害者はごく一部に過ぎません。約２０万人もの障害者は、雇用形態ではない「福祉的

就労」に身を置き、低賃金ながらも様々な作業に励んでいます。 

厚生労働省は、２００７年度に「工賃倍増５か年計画」を策定しましたが、経済環境の激化や大震災等

の影響もあり、残念ながら成果は乏しいのが現状です。このような中で、官公需の優先発注や、企業と

福祉との連携の必要性が指摘されています。 

私達が取り組む企業との連携について、最近の事例を紹介します。 

 

■しまむらストアー様での「施設外就労」 

地元有名スーパー「しまむらストアー」様（平塚市）での「施設外就労」は、２０１２年１１月よりス

タート。「施設外就労」は、企業内授産とも言われる福祉制度上の障害者の就労形態です。進和学園利

用者（知的障害をお持ちの方）と職員がチームで同店に赴き、バックヤード業務を請け負わせて頂いて

http://www.tv-asahi.co.jp/yuyu-sanpo/contents/sanpo/0228/
http://www.shimamura-store.com/
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います。同ストアーの皆様の親身なるご指導ご支援の下、野菜の袋詰め、商品陳列や清掃等の作業を担

当させて頂いています。 

 

 

 

 

働き甲斐をもたらし社会参加にも繋がる「しまむらストアー」様での施設外就労 

更に、同ストアーの関連会社（株）フリーデンファーム様（平塚市）のご理解ご協力を得て、葉物野菜

の栽培・収穫作業についての「施設外就労」の実習も始まりました。進和学園農業班の「就労の場」と

して期待されます。 

企業の中で障害者が実際に働くことにより実戦的な職能訓練の場となり、「雇用」への移行を促すと共

に、工賃確保にも繋がります。福祉施設にとっても指導ノウハウを活かす場となり、障害者本人、企業、

福祉事業者の何れにとってもメリットが大きい制度です。 

 

■三井住友海上様での展示販売会 

２０１３年３月１４日（ホワイト・デー）、三井住友海上 

火災保険（株）様の駿河台ビル（東京都千代田区）において、 

進和学園自主製品（クッキー、ラスク、コーヒー、森づくり 

グッズ等）の展示販売会を実施させて頂きました。 

同社社員の皆様に温かくお迎え頂き、短時間でしたが売上げ 

も伸び、学園メンバーにとって大変貴重な社会参加の機会と 

なりました。親身なるご支援を頂いた同社並びにＭＳ＆ＡＤ 

ビジネスサポート（株）様に厚くお礼申し上げます。 

同社の皆様は、社会貢献活動の一環として、私達が推進する 

「いのちの森づくり」にもご一緒頂く計画を立案されています。 

更なる連携に繋がることを楽しみにしています。 

 

 国道 134 号線防砂林植樹イベント／官公需の優先発注に感謝！           2013/03/09

国・県等の公共団体が障害者が働く福祉施設等から積極的な物品購入や業務発注を求める「障害者優先

調達推進法」が、２０１３年４月より施行されます。「官公需の優先発注」が、障害者の自立・就労支

援にとって重要な課題とされており、同法が福祉的就労の拡充に繋がることが期待されます。 

２０１３年３月９日、神奈川県平塚土木事務所より、国道134号線袖ケ浜沿いの防砂林用に進和学園栽

http://www.friedenfarm.jp/original2.html
http://www.mhlw.go.jp/seisakunitsuite/bunya/hukushi_kaigo/shougaishahukushi/yuusenchoutatsu/
http://www.mhlw.go.jp/seisakunitsuite/bunya/hukushi_kaigo/shougaishahukushi/yuusenchoutatsu/
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培の苗木４００本を優先発注頂きました。同事務所 

からは２年連続の受注となり、大きな励みとなりま 

した。 

また、地元の（株）サン・ライフ様からの進和学園 

「いのちの森づくり基金」へのご寄附を活用して、 

２００本の苗木を寄贈させて頂き、合計６００本の 

苗木が防砂林としてお役に立つこととなりました。 

当日は、河野太郎衆議院議員、赤井かずのり県議会 

議員に（株）サン・ライフの役員の方も駆け付けて 

下さり、地元住民の皆様、土木事務所スタッフの方 

々と協力して植樹を行いました。進和学園及び「湘 

南の凪」のメンバーもご一緒させて頂き、嬉しい社 

会参加の機会となりました。 

 

 

 

 

 

 

 

赤井かずのりアクションレポート－釣徒然綴－2013.3.16 

（株）サン・ライフ News Release(2013.3.18) 
 

 なおび幼稚園 植樹祭～子供たちの成長を願って！～                     2013/03/07 

なおび幼稚園（東京小平市）は、創立５０周年を記念して園庭に１，０００本の苗木を植える植樹祭を

実施されました。工事を手掛ける高田造園設計事務所様（千葉市）のご紹介で、進和学園栽培の苗木を

ご利用頂くという有難いご縁に恵まれました。 

２０１３年３月７日、春の穏やかな 

陽光の下、子供たち２００人が主役 

の植樹イベントが開催され、進和学 

園・研進のメンバーも参加させて頂 

き、皆で楽しく木を植えることが出 

来ました。 

http://www.sunlife.jp/
http://www.shinwa-gakuen.or.jp/works/inochi_no_morizukuri/tomonokai
http://www.shinwa-gakuen.or.jp/works/inochi_no_morizukuri/tomonokai
http://blogs.yahoo.co.jp/m_akai345/62137831.html
http://www.sunlife.jp/news/pdf/20130317.pdf
http://www.naobi.net/
http://www.takadazouen.com/
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一粒のドングリが立派な木に育つように、未来を築く子供たちの健やかな成長を願っています。 

このような意義ある植栽計画に進和学園の苗木をご利用頂き、学園メンバーにとって貴重な社会参加の

機会を与えて下さった「なおび幼稚園」園長の神保佳世子先生、並びにコーディネート頂いた高田造園

設計事務所代表の高田宏臣様はじめ関係の皆様に心より感謝申し上げます。 

雑木の庭つくり日記（2013.3.7 高田造園設計事務所） 

     

 

 朝日新聞社「地球教室」／進和学園のポット苗ご利用に感謝！        2013/03/06 

朝日新聞社の「地球教室」は、独自教材の提供、出張 

授業や各種イベント等、様々なプログラムを盛り込み、 

企業、行政、学校が連携した環境教育として人気を博 

しています。 

小学生高学年・中学生の「かんきょう新聞・作文」に 

は、全国から８，５００人近くの応募があり、参加賞 

として、進和学園が「どんぐり」や木の実から育てた 

幼苗をご利用頂きました。学校や家庭で苗木を育てて頂き、植える場所に困った場合は、「苗木の里親

制度」により進和学園に送り返して頂き植樹することが出来ます。更に、学園で育てている東北産の苗

木にバトン・リレーを行い、その苗木を東北に送って被災地の復興に役立てる植樹リレーの仕組みを導

入しています。 

http://www.zoukinoniwa.biz/blog/2013/03/2537.html
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進和学園の苗木のご利用は３年目、有意義な環境教育の場で、そして、東北復興の願いを込めて、私達

の「いのちの森づくり」がお役に立てれば幸いです。朝日新聞社、「瓦礫を活かす森の長城プロジェク

ト」、「いのちを守る森の防潮堤」推進東北協議会はじめ関係の皆様に心より敬意と感謝の意を表する

次第です。 

 

 

 

 

 

 

これだけ沢山の苗木を全国の小中学校にお届けするた 

め、私達は段取りや事前準備を周到に行い、梱包作業 

も皆で力を合わせて取り組みました。 

働き甲斐のある仕事に恵まれ、メンバーもヤル気満々！ 

達成感に満ちた充実した日中活動となりました。 

 

 

 全国社会就労センター協議会／ホンダ様「特別感謝」表彰！         2013/02/27 

全国社会福祉協議会／全国社会就労センター協議会は、障害者への仕事の発注等を通じて就労支援に協

力・貢献した企業・団体・官公庁を表彰しています。 

この度、本田技研工業（株）購買本部様はじ

め４７の企業・団体が、表彰対象に選ばれ、

２０１３年２月２７日、新横浜国際ホテルに

て開催された表彰式において、感謝状が贈呈

されました。 

特に、本田技研工業様は、永年に亘る研進・

進和学園利用者への発注を通じて、福祉的就

労分野への多大な貢献が評価され、「特別感

謝」対象（注）の１２社・団体の１社として

表彰されました。 

                     国社会就労センター協議会 協力企業・団体・官公庁等表彰 

                         ～ ２０１３年２月２７日 新横浜国際ホテル ～ 

ホンダ様が、自社グループにおける障害者雇用に加え、障害者の自立支援に資する発注形態においても

顕著な実績を蓄積されていることに、心より敬意を表する次第です。 
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（注）本田技研工業（株）購買本部様は、２００９年度「感謝」表彰に続いて、本年度新設の「特別感

謝」表彰対象にも選ばれ表彰されました。 

 

 暮らしを守る緑講座～文化の森・鎮守の森ウォーク～            2013/02/24 

身近な森や緑について、暮らしの視点から考

える講座を下記の通り開催。 

国際生態学センターの矢ケ崎朋樹先生を講師

にお招きし、暮らしにおける緑の役割や人と

の繋がりを考えました。 

また、講義後、西洋と東洋の文化が混在した

大倉山公園及び７００年代に創建された師岡

熊野神社の鎮守の森を散策。初心者の皆様も

ご一緒に、楽しく有意義な樹木巡りを体験し

ました。 

日時：２０１３年２月２４（日）  10:00～15:30  

会場：大倉山記念会館   

散策コース：第一部～大倉山公園、第二部～師岡熊野神社 

■文化の森＝昭和初期に作られた大倉山公園を散策しながら、当時、植樹された木々を観察。 

■鎮守の森＝師岡熊野神社の社叢林を観察。神奈川県天然記念物にも指定されるこの森は、土地 

      本来の自然植生が様々な階層にバランスよく生育しています。 

主催：一般社団法人スマート・ウィメンズ・コミュニティ 

共催：株式会社 研 進（社会福祉法人進和学園就業支援団体） 

協力：横浜市温暖化対策統括本部 ヨコハマ・エコ・スクール 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

http://www.jise.jp/jise/staff/yagasaki.html
http://www.natsuzora.com/may/park/okurayama.html
http://www.kumanojinja.or.jp/
http://www.kumanojinja.or.jp/
http://o-kurayama.com/
https://www.facebook.com/smartwomens
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 湘南国際村草地保全活動に参加！                      2013/02/21 

２０１３年２月２１日、今年も、湘南国際村「協働参加型めぐりの森づくり推進会議」所属の「自然ふ

れあい楽校」グループ主催の草刈り作業に参加しました。灌木が混じるススキ草地の環境保全を目指す

取り組みで、刈り取ったカヤは、チップ化して有効活用されます。 

「自然ふれあい楽校」の皆様のご指導を得て、進和学園と社会福祉法人湘南の凪のメンバーが連携して

楽しく作業を行いました。快晴の青空に、残雪の白いまだら模様が美しく映える景色に魅せられながら、

爽やかな汗を流しました。 

今回も、進和学園「いのちの森づくり基金」を活用して、参加された障害をお持ちの方々の工賃に還元

させて頂きます。研進では、このような各団体や福祉施設とのコラボレーションから、障害者の皆様の

働き甲斐や生き甲斐に繋がる就労機会をコーディネートしています。 

 湘南ネギ太朗・ホンダ様食堂に登場！                    2013/02/20 

進和学園農業班は、「施設外就労」という形態で地元の横

山農園様（代表：横山一郎様）のご指導のもと、農作業に

励んでいます。 

一方、ホンダ開発（株）様のご厚意により、進和学園が手

掛けた減農薬野菜をホンダ社員の皆様の昼食にご利用頂い

て３年目。今年は、「湘南ネギ太朗」の愛称で、約４００

kg の長ネギの出荷が実現しました！ホンダ青山本社及び

和光事業所のランチ・メニューの数々に登場し、大好評を

博しています。 

これまで、ジャガイモ、サツマイモ、玉葱等もご利用頂いていますが、これだけの量

の出荷は初めてであり、メンバーにとっても大きな励みとなっています。日頃より大

変お世話になっているホンダの皆様に召し上がって頂けることは、この上もない喜び

です。ホンダ開発様並びにサポート頂いている横山農園様に心より感謝申し上げます。 

 

http://www.shinwa-gakuen.or.jp/works/inochi_no_morizukuri/tomonokai
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 ホンダロジスティクス様との交流                      2013/02/08 

（株）ホンダロジスティクス様には、私達が組み立てているホンダ車部品の輸送及び納入代行業務を、

全面的にサポート頂き大変お世話になっています。同社の皆様には、物流面の本業分野を超えて、進和

学園で働く障害をお持ちの方々を応援頂いており、心より感謝申し上げます。 

■ホンダロジスティクス様／製パン・クッキー部門をご視察 

        

２０１３年２月７日、同社購買スタッフの方に、進和学園をご視察頂きました。同社のイベントにおい

て、進和学園の自主製品（クッキー、ラスク、カフェ・ブーケ等）をご利用頂けるとの大変有難いお申

し出を頂戴し、「サンメッセしんわ」の製パン・クッキー部門と路面店「プチ・ブーケ」 

を中心にご案内申し上げました。 

限られた時間でしたが、進和学園のメンバーと親しく交流頂き、私達にとって大きな励みになりました。 

■ホンダロジスティクス様に御礼訪問 

２０１３年１月１６日、私達の代表は、同社本社（東

京都千代田区）を訪問し、日頃のご支援並びにクリス

マスの際に賜ったご厚意について、御礼方々ご挨拶に

伺いました。社長の永井髙志様はじめ社員の皆様に温

かくお迎え頂き、励ましのお言葉を頂戴しました。同

社の皆様と親しく懇談し、交流を深める機会を得まし

たことを大変嬉しく思います。 

写真：ホンダロジスティクス社長の永井髙志様（後列中央）、取締役の井芳史様（後列左から 

   2 人目）とご一緒に！ 

 ホットケーキ・パーラー Little Tree／専門誌・情報誌にて紹介！      2013/02/05 

ホットケーキ・パーラーLittle Tree（リトルツリー）は、昨秋開店以来、日本の伝統的なホットケーキ

が大人気で、下記の通り、dancyu、Hanako、SPUR等の情報誌やラジオでも次々に紹介され注目を集

めています。 

http://www.honda-logistics.co.jp/index.html
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■「歩く 世田谷」 ～世田谷を楽しむ最新版の 30 コース ～ 

  「世田谷ライフ」別冊の本誌（2013年 2月発行／エイ出版社）は、ゆ 

  っくり歩きたい世田谷の見所たっぷりの 30コースを提案しています。 

  小田急線「梅ヶ丘」駅の「立ち寄りグルメ」コーナー（P.87）に掲載 

  された４店舗の一つに、Little Tree（ﾘﾄﾙﾂﾘｰ）を紹介。 

  「昔懐かしい味わいのホットケーキを堪能！」この本を片手にウォー 

  キングの途上で是非お立ち寄り下さい。 

■「パンケーキ・ノート」 ～ おいしいパンケーキ案内 100 ～ 

トミヤマユキコ著「パンケーキ・ノート」（2013年 1月発行／リトルモア）

は、年間200食を超える著者が本当にお勧めする全国のパンケーキ店を収

録した単行本です。関東編６６店と関西編９店の紹介に、ミックス粉やブッ

クレビュー情報を取り纏めたグルメ必読の書です。 

光栄なことに、Little Tree（ﾘﾄﾙﾂﾘｰ）の記事（P.62）も掲載されています。 

■食の専門誌 dancyu にて紹介 ～ ホットケーキ・パーラー Little Tree ～ 

食の専門誌 dancyu（2013 年 2月号／ﾌﾟﾚｼﾞﾃﾞﾝﾄ社）に

おいて、Little Tree（ﾘﾄﾙﾂﾘｰ）の記事が掲載されました。

同誌の特集「ホットケーキ解体新書」の中で、池波正太

郎のエッセイ集にも登場する老舗「万惣」の伝統を継い

だ店舗として紹介。 

随筆家の木村衣有子さんが冬木透マスターを取材され

「すべては万惣フルーツパーラーからはじまった」とい

う一文を寄せています。 

  

 

 

  

     Little Tree（リトルツリー）が情報誌で次々に紹介されています！ 

 

Little Tree は、私達が推進する「いのちの森づくり」と 

価値観を共有、ホットケーキの焼印は愛らしい「ドングリ」 

です。「森づくり」を通じた「人づくり」にも注力！特に、 

http://www.kenshin-c.co.jp/little_tree
http://www.kenshin-c.co.jp/news/topic-2012#4947
http://www.shinwa-gakuen.or.jp/inochi_no_morizukuri
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福祉施設で働く障害をお持ちの方々を応援すべく、下記の通り福祉関連製品を活用しています。皆様、

是非、お立ち寄り下さい！ 

●サイド・メニュー 

 ①フェア・トレード・コーヒー：社会福祉法人進和学園にてハンド・ピッキングを行っている 

  東ティモール・コーヒー「カフェ・ブーケ」 森づくり寄附金付きで売上げの一部は、東北 

  復興の森づくりに活かされます！ 

 ②TE HANDEL：進和学園にて計量・梱包を請け負っている輸入ブレンド紅茶 

 ③野菜スープ：オニオン・キャラメリゼ（cafe sante）／有機・無農薬栽培の玉葱から発達障害 

  をお持ちの方々が作っている食材を利用！ 

●食器 

 バター壺＆お皿：社会福祉法人小田原支援センターの陶芸班の皆さんの手作り品です！ 

●店づくり 

 窓辺の苗木：進和学園・どんぐりグループが木の実から栽培した苗木がお客様をお迎えします！ 

 青年塾・森の防潮堤ボランティア実習会 進和学園にて開催！        2013/01/27 

志ネットワーク青年塾（主宰：上甲晃氏）の皆様は、

「志の高い日本」の実現を目指し種々の活動をされ、

その一環として東北の被災地における「森の防潮堤」

プロジェクトにボランティア参加されています。 

２０１３年１月２７日、同塾の２４名の方々が、進和

学園「どんぐりハウス」に集合され、東北産のドング

リの栽培に向けて知識とノウハウを学ぶ実習会を開

催されました。 

私達は、会場の提供並びに講師と実習会のコーディネート役を務

めさせて頂きました。 

東北から送られて来たシラカシのドングリを育苗箱（トロ箱）に

播種すると共に、発芽した幼苗をポットに移し替える作業を体験

して頂きました。皆様、大変熱心かつ積極的に参加され、今後の

計画についても意欲的な論議が為されました。 

 

同塾の皆様と連携して、東北復興の森づくりに取り組めますこと

は、大変光栄なことであり嬉しく思います。私達も、志を高く持

って「いのちの森づくり」の更なる飛躍に挑戦して参ります。 

http://www.kokorozashi.net/
http://www.kenshin-c.co.jp/cafe-bouquet
http://www.kenshin-c.co.jp/te_handel
http://www.cafesante.jp/onion/
http://www.kokorozashi.net/
http://morinobouchoutei.com/
http://morinobouchoutei.com/
http://www.shinwa-gakuen.or.jp/works/inochi_no_morizukuri/donguri
http://www.shinwa-gakuen.or.jp/works/inochi_no_morizukuri
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  タウンニュース平塚版・タウンレポート（2013.1.31） 

 ホンダ埼玉製作所にて新春駅伝に参加！                  2013/01/20 

２０１３年１月２０日（日）、本田技研・埼玉製作所構内にお

いて、新春恒例の駅伝大会が開催されました。ホンダの皆様に

取引先、地域の方々、大人から子供まで、１９０チーム以上が

厳冬の冷気の中を、激励太鼓が刻む勇ましいリズムの応援を得

て熱い走りを競い合いました。 

 

       

         「しんわルネッサンス」選抜チーム ～ 皆で頑張りました！ ～ 

進和学園チームの参加は、今回が４回目となります。職員・

利用者の混成メンバーが、新年に賭ける意気込みをタスキに

託して、９，１５３ｍを完走しました。 

進和学園の自主製品（パン、クッキー、原木しいたけ、陶芸

製品等）を販売する模擬店も出店させて頂き、ホンダの皆様

はじめ多くの方々との交流も叶う楽しい新春イベントでし

た。この日の晴れやかな気持ちを忘れず、今年も皆で力を合

わせて精一杯駆け抜けて参ります。 

 

 ホンダ開発（株）様ご視察／製パン・クッキー＆農業部門           2013/01/19 

ホンダ開発（株）様には、進和学園の製パン・クッキー部門をはじめ、学園自主製品のホンダ様事業所

（現在、青山本社、和光・朝霞事業所等５ヶ所）における社内販売や、学園が手掛けた農作物をホンダ

社員の皆様の昼食としてご利用頂く等、様々な局面でお世話になっています。 

２０１３年１月１８日、同社青山事業部の皆様に、進和学園の路面店「プチ・ブーケ」（平塚市）と、

横山農園様のご指導により取り組んでいる農作業の模様をご視察頂きました。クッキー類の生産体制の

http://www.townnews.co.jp/0605/2013/01/31/174832.html
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拡充と販売促進についてご相談申し上げると共に、農業班の作業現場と近々出荷予定の長ネギの状況を

ご覧頂きながら、メンバーと親しく交流を図って頂きました。 

ホンダ開発（株）の皆様による親身なるご支援ご指導に心より感謝申し上げます。 

 

 

 

 

 

 

路面店「プチ・ブーケ」          横山農園における農作業 

「ＪＬ Ｎｅｗｓ」１月号／在宅就業障害者支援制度・特集記事掲載      2013/01/17 

社団法人日本発達障害福祉連盟の機関誌「ＪＬ Ｎｅｗｓ」１月

号Ｎｏ．８７に、研進の出縄貴史による「在宅就業障害者支援

制度」に関する特集記事が掲載されました。 

同制度は、障害者雇用促進法において２００６年に導入され、

自宅や福祉施設で働く障害者に仕事を発注する企業に対して、

障害者雇用納付金制度から助成金を支給するものです。障害者

の工賃アップと自立就労を支援する制度として画期的かつ大きな可能性を秘めていますが、残念ながら

十分に認知されず活用事例も乏しいのが現状です。 

特集記事では、本制度の概要説明と広く活用されるための方策並びに福祉的就労の底上げに係る課題に

ついて触れています。研進・進和学園におけるホンダ車部品事業への本制度の活用についても紹介して

います。 

本制度が、より活用し易い内容に改善され、将来は、発注形態の場合も障害者の法定雇用率に加算する

「みなし雇用制度」の導入に繋がればと期待が膨らみます。 

「ＪＬ Ｎｅｗｓ」１月号特集 ⇒ 右下のＤＯＷＮＬＯＡＤボタンより閲覧出来ます。 

 

 

 

http://www.gtid.net/jp/index.html
http://www.kenshin-c.co.jp/project/2zaitaku
http://www.kenshin-c.co.jp/project/2zaitaku
http://www.kenshin-c.co.jp/hondaparts
http://www.kenshin-c.co.jp/img/uploads/9/JLNEWS_87.pdf
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「まじぇる会」総会・新年会～いのちの森づくりプロジェクト～        2013/01/12 

２０１３年１月１２日（土）、宮脇昭先生（横浜国立大学

名誉教授）が指導される「本物の森づくり」を実践するボ

ランティア「まじぇる会」さんの総会・新年会が横浜みな

とみらいの三菱重工ビルで開催されました。１０周年の記

念すべき集いとなりましたが、今年も宮脇先生ご夫妻を囲

んで、晴れやかな笑顔と楽しい交流の輪が拡がりました。 

７年目を迎えた私達の「いのちの森づくり」プロジェクト

は、宮脇先生及び「まじぇる会」の皆様の親身なるご指導

ご支援なくして語ることは出来ません。 

私達も参加させて頂き、活動の近況と今年の抱負について

ご披露させて頂きました。 

 

 

 

 

 

 

まじぇる会 ２０１３総会・新年会 

 宮脇 昭先生の映像記録「未来を照らすいのちの森」ＤＶＤ新発売！     2013/01/10 

４，０００万本の木を植えた植物生態学者 宮脇昭先生（横浜国大名誉教授）

の映像記録を収録したＤＶＤが発売されました。 

（製作：「いのちの森」映像化プロジェクト／発売元：株式会社イデアオフィ

ス／カラー140 分／定価 2,800 円／2013 年 1月発売） 

私達が推進する「いのちの森づくり」プロジェクトも、宮脇先生のご指導と多

くの皆様に支えられて、着々と前進しています。 

＜ＤＶＤの内容＞ 

 第１章 いのちの森 

  宮脇先生のメッセージおよび解説による潜在自然植生に基づく 

http://www.shinwa-gakuen.or.jp/inochi_no_morizukuri
http://www.shinwa-gakuen.or.jp/inochi_no_morizukuri
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  「その土地本来の木による本物の森づくり」を豊富な植樹実績 

  の紹介を通じて把握することが出来ます。 

第２章 いのちの森づくり 

  木を植える人達の活動や企業の森づくりの模様が分かり易く紹介されています。進和学園の 

  「いのちの森づくり」プロジェクトについても収録されています。 

 諏訪湖の水草が苗木づくりに貢献 ～ 「和限」様ご支援に感謝！ ～     2013/01/07 

長野県の環境団体・諏訪湖浄化推進「和限」様は、湖では厄介

者の水草（ヒシ）を原料とする堆肥づくりを手掛けておられま

す。「和限」様のご厚意により、水草から作った特製の堆肥を

進和学園にご寄贈頂き、「いのちの森づくり」におけるポット

苗栽培に活用させて頂いています。 

「和限」様は、ご遠方にもかかわらず堆肥を平塚の進和学園ま

でトラックで運んで下さり、私達は、頂戴した堆肥を土に混ぜ

て利用し好成績を挙げています。東北の被災地で集めたドング

リや木の実から苗木を育て森林再生を目指すプロジェクトにも、この堆肥を活用しています。 

「和限」様と進和学園との連携について、元日の長野日報の一面記事で詳しく紹介されました。 

長野日報（2013.1.1） ⇒ 右下のＤＯＷＮＬＯＡＤボタンより閲覧できます。 

 

 横山農園にて納会／新年に向け奮起を！                  2012/12/30 

 

 

 

 

 

 

 

 

地元の横山農園様のご支援の下、「しんわルネッサンス」援農グループの施設外就労（注）は着実に前

進しています。地場有力スーパー「しまむらストアー」様との連携による朝採れ野菜の販売も、今年の

大きな成果といえます。横山農園、並びに「しまむらストアー」の皆様による血の通ったご指導の賜で

あり、心より感謝申し上げます。 

http://www.geoc.jp/wp-content/uploads/2011/08/20002.pdf#search='%E5%92%8C%E9%99%90+%E8%AB%8F%E8%A8%AA%E6%B9%96'
http://www.shinwa-gakuen.or.jp/inochi_no_morizukuri
http://www.kenshin-c.co.jp/img/uploads/9/naganonippou20130101.pdf
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２０１２年１２月３０日、横山農園様のご厚意で、賑やかな納会を行いました。温かい「しし鍋」を囲

み「つきたて餅」を賞味しながら、この１年の頑張りを讃え合い、明年に向けての一層の奮起を誓い合

いました。新年が実り多き良い年となりますように！！ 

 

（注）発注事業者（企業、商店、農家等）の仕事を福祉施設が請け負い、当該業者の事業所に福祉施設

の利用者・職員が共に赴いて従事する就労形態。障害者本人、発注事業者、福祉施設の何れにもメリッ

トが大きく、就職が困難で福祉施設で働く障害者の自立支援策として期待されています。 

 

 クリスマス交流会 ～ Honda の皆様をお迎えして！ ～          2012/12/25 

 

２０１２年１２月２４日、クリスマス・イブ！本田技研

工業の皆様、そして元副社長の西田通弘様をお迎えして、

３９回目を数える恒例の「クリスマス交流会」を開催し

ました。年末のご多忙のところ、貴重な時間を割いて進

和学園をご慰問下さったHondaの皆様には、サンタクロ

ースやトナカイに扮装してイベントを楽しく盛り上げて

頂き、厚くお礼申し上げます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

私達の活動をご視察頂くと共に、ランチ、学園活動の紹介、「とびっきりレインボーズ」（学園器楽同

好会）の演奏もご一緒に楽しみました。利用者ご本人、ご家族、職員との交流も深まり、心温まる素晴

らしい一時を過ごしました。 
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Hondaの皆様の変わらぬご厚情に感謝し、皆様の

ご期待にお応えできるよう一同力を合わせてチャ

レンジして行こうと決意を新たにしました。依然、

厳しい環境が続きますが、この感激を胸に刻み、明

年に夢を繋いで参りたいと思います。 

 

 

 

 

 

 Ｈanako 他 情報誌・メディアに紹介 ! ～ Little Tree（ﾘﾄﾙﾂﾘｰ） ～    2012/12/24 

Little Tree（リトルツリ－）は、進和学園ともご縁の深いホットケーキ・パーラー。 

２０１２年９月に営業を開始して以来、日本の伝統的なホットケーキが大人気です。著名な雑誌やメデ

ィアにおいても次々に紹介されています。 

      

 ①Hanako （2012.12.13／NO.1031－おいしい店 Best－／マガジンハウス） 

  話題の新店のパンケーキ部門における厳選６店に選ばれました。 

  ・・・毎日食べたくなるホットケーキ。昭和の香りが漂う「リトルツリー」の「ザ・ホットケーキ  

 （断じてパンケーキではありません！）・・・まるで絵本から出てきたみたい！ 

 ②SPUR （2013 年 1 月号－レストランアワード 2012－／集英社） 

  未曾有のパンケーキ旋風として紹介された３店舗の一つに選ばれました。 

  ・・・芽吹いたばかりのお店だが、由緒正しい日本の究極のホットケーキに癒される。万惣で腕を 

  ふるっていたオーナーの焼くホットケーキが、ブームにまつわる伝説を塗り替えた！ 

 ③MEN'S NON-NO （2013 年 1 月号／集英社） 

  「ルイ＆グレッグのハッピー・スイーツ同好会」・・・「話題のパンケーキ屋さん どこへ行けばい 

  い？」との疑問に応える５店舗の一つに選ばれました。 

  モデルの栗原類さんとグレッグ・ジョンソンさんのお二人が Little Tree に来店され、ホットケーキ 

http://www.kenshin-c.co.jp/little_tree
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  を賞味された際の写真が掲載されています。 

   ・・・「黄金色の生地が濃厚で、まるでリッチなカステラのようですね」（類） 

      「Ｉｔ’ｓ amazing！」（グレッグ） 

 ④Safari （2013 年 2 月号／日之出出版） 

  「大人も満足できるこだわりの名物ホットケーキ」として紹介された１６店舗の一つに選ばれました。 

  ・・・老舗（フルーツパーラー万惣）の元スタッフが、伝統の味を元に専門店を開業。銅板でしっ 

     かりと焼き上げられた香ばしい、少し甘めのホットケーキは健在。 

 ⑤世田谷ライフ NO.４３ （エイ出版社） 

  「せたがやNew Open」のコーナーにおいて、注目店として紹介されました。 

  ・・・昔懐かしい味わいのホットケーキを堪能。童心に戻るような心なごむ味わいだ。・・・シェ 

  フと奥さまの趣味は「植樹」。植樹ファンも集まるお店なのだ。 

 ■ＦＭ世田谷（83.4Ｍｈｚ）「栗原美季 Cafe Les R（カフェレアール）」 

  ２０１２年１１月１９日放送の同番組において、Little Tree（リトルツリー）の冬木透マスターが 

  電話インタビューに生出演！ホットケーキ店を開いた経緯や店づくり・ホットケーキに込めた想 

  い・こだわり等を語っています。趣味の植樹並びに進和学園「いのちの森づくり」との連携にも触 

  れています。 

  内容はこちら  ⇒   

 

Little Tree では、私達が推進する「いのちの森づくり」と価値観を共有、

ホットケーキの焼印モチーフは愛らしい「ドングリ」です。「森づくり」を

通じた「人づくり」にも注力！・・特に、福祉施設で働く障害をお持ちの方々

を応援すべく自主製品を厳選の上活用！ホットケーキ用のお皿とバター壺

は、社会福祉法人小田原支援センターの陶芸部門の皆様の手作りです。サイ

ド・メニューにも進和学園のカフェ・ブーケや TE HANDEL紅茶が登場！

是非、ご賞味下さい！ 

 

（株）サン・ライフ様のご支援に感謝！～「いのちの森づくり」へご寄附 ～  2012/12/18 

冠婚葬祭・福祉・文化事業を展開される（株）サン・ライフ様（平塚市）には、進和学園「いのちの森

づくり基金」へのご寄附並びに植樹地のご提供等、私達の活動をご支援頂いています。 

２０１２年１１月２０日、（株）サン・ライフ様の慰霊塔（小田原市久野）に隣接する「サン・ライフ

の杜」において、慰霊祭と合わせて第3回目の植樹イベントが行われました。葬祭事業を手掛ける同社

が、亡くなられた方々のご冥福をお祈りし、ご遺族の御心を癒すと共に、環境及び福祉にも資する「森

づくり」を目指す活動です。慰霊式典の冒頭、同社社長の比企武様より、進和学園「いのちの森づくり

http://www.sunlife.jp/
http://www.shinwa-gakuen.or.jp/works/inochi_no_morizukuri/tomonokai
http://www.shinwa-gakuen.or.jp/works/inochi_no_morizukuri/tomonokai
http://www.kenshin-c.co.jp/img/uploads/9/FM SETAGAYA LITTLE TREE(2012.11.19).pdf
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基金」へのご寄附目録を拝受しました。（写真左） 

 

 

 

 

 

 

（株）サン・ライフ社長の比企武様より目録拝受／会長の竹内惠司様、社長の比企武様と共に 

 （株）サン・ライフ様News Release(2012.11.27) 

また、１２月１８日、私達の代表は、同社本社を訪問し、会長の竹内惠司様、社長の比企武様にご挨拶

とお礼を申し上げました。（写真右） 

（株）サン・ライフ様による同基金へのご寄附は、３年目を迎え累計４２０万円となります。ご寄附を

活用して、これまでに、湘南国際村めぐりの森、国立神奈川病院、国道134 号線側道等の公共スペース

７ケ所に、進和学園栽培の苗木８，０００本以上を植樹することが出来ました。緑化活動を通じての環

境保全及び苗木の栽培に励む障害者の自立・就労支援に大きく貢献頂いています。企業の社会的責任

（CSR）の観点からも意義深いお取り組みであり、心より敬意を表する次第です。 

 作業強化月間～目標にチャレンジ！～                   2012/12/17 

２０１２年１１月は、ホンダ車部品の仕事をはじめ各種

作業のレベル・アップを目指し、各チーム及び個人毎の

目標を定めてチャレンジする「作業強化月間」でした。

ホンダ車部品については、ミス・ゼロを達成！その他の

作業においても前進が見られました。 

１２月１７日、本取り組みにおいて目標を達成したチー

ムと個人の表彰式を行うと共に、これからも皆で協力し

て挑戦して行こう！と決起集会を開催、狭山茶（ホンダ

開発様ブランド）で乾杯して気勢を上げました。目下、作業の多角化に注力していますが、お客様のご

期待に応えられるよう作業種を問わず一層のレベル向上に努めて参ります。 

 

http://www.sunlife.jp/news/pdf/20121127.pdf
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 進和職業センター・感謝の集い ～ 38年間ありがとう！ ～         2012/12/15 

２０１２年１２月１５日、日暮れの進和職業センタ

ーに、久し振りに懐かしい顔が揃いました。同セン

ターは、１９７４年（昭和４９年）以来３８年間、

ホンダ車部品事業をはじめ、陶芸、封入梱包、製粉

等の作業を営み、多くの障害をお持ちの方々の自立

就労支援に貢献して来ました。同センターは、建て

替えられ、２０１４年に高齢障害者のための生活介

護施設に生まれ変わることとなりました。 

近々解体予定の作業棟に、別れを告げ感謝を捧げよ

うと、進和学園、進和会（保護者会）、こぐま会（ボ

ランティア）、研進他の仲間が集いました。職場を

共にした同志や所縁の深い方達 

が万感の想いを込めてスピーチ 

を行った後、器楽同好会が得意 

のレパートリーを披露！ホンダ 

応援歌「レッツゴーＨＯＮＤＡ」 

が構内に響き渡ると会場は最高 

潮に達しました。進和職業セン 

ターの活動は、現在、ホンダ車 

部品事業の拠点である「しんわ 

ルネッサンス」他の施設に確実 

に引き継がれています。永年に 

亘り貴重な仕事をご発注頂いて 

http://www.shinwa-gakuen.or.jp/employment_center
http://www.shinwa-gakuen.or.jp/employment_center
http://www.kenshin-c.co.jp/hondaparts
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いる本田技研工業（株）様はじめ多くのご支援者に厚くお礼申し上げますと共に、今後も、皆様のご期

待にお応え出来るよう関係者一同力を合わせ精進することを誓い合いました。 

 中央大学総合政策学部・ゲスト講師                     2012/12/06 

２０１２年１２月５日、中央大学総合政策学部の特任助教・山田雅穂先生（社会福祉学、経営学）の授

業「障害者の雇用・就労政策と福祉政策」において、研進の出縄貴史がゲスト講師を務めさせて頂きま

した。研進がこの特殊講義をお引き受けするのは今年が４回目となります。 

次の３点について、現場からの問題意識を解説、１～３年生約２０名が履修し、本質を突いた質疑も為

され充実した授業となりました。 

 （１）福祉的就労現場の現状と課題 

 （２）自立可能な福祉的就労を目指して（研進・進和学園の取り組みから） 

 （３）企業における障害者就労拡充の取り組み 

福祉政策と労働政策との二元論から脱し、両者の連携・融合が求められていますが、学生の皆さんには、

広い視野から柔軟な思考を巡らし、現代社会が抱える課題に勇気をもって取り組んで頂きたいと思いま

す。 

 中央大学総合政策学部   山田雅穂先生：研究者ﾌﾟﾛﾌｨｰﾙ 

 

「はまれぽ.com」 ～ 宮脇昭先生・被災地に森の防潮堤計画 ～        2012/11/23 

「はまれぽ.com」は、横浜の様々な情報を収録・提供するWeb

マガジンです。２０１２年１１月、ライターの松崎辰彦氏による

「生態学の世界的権威・横浜国大の宮脇先生が提言する津波対策

とは？」と題する記事が２回に亘り掲載されています。 

その後編にて、進和学園がドングリや木の実から植樹用の苗木を栽培している様子が紹介されました。

進和学園では、東北産のドングリや木の実を収集し苗木を育て、被災地に植樹して森の防潮堤を築こう

という壮大な計画に参画し、少しでもお役に立てればと考えています。 

「生態学の世界的権威・横浜国大の宮脇先生が提言する津波対策とは？」（前編） 

「生態学の世界的権威・横浜国大の宮脇先生が提言する津波対策とは？」（後編） 

 

http://www.chuo-u.ac.jp/chuo-u/policystudies/index_j.html
http://ir.c.chuo-u.ac.jp/researcher/profile/00010647.html
http://hamarepo.com/story.php?story_id=1465
http://hamarepo.com/story.php?story_id=1466
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 ２０１２（第 25 回）全県経営研究集会                    2012/11/21 

 

 

 

２０１２年１１月２１日、神奈川県中小企業家同友会主催の「２０１２（第 25回）全県経営研究集会」

が、ホテルラポール千寿閣（相模原市）において開催されました。「進化する企業をめざして」をメイ

ンテーマに、吉村紙業（株）代表取締役の橋本久美子氏の基調報告並びに６つの分科会が組まれ、約３

００名が集う盛況の集会となりました。 

大変光栄なことに、研進の出縄貴史が第５分科会「障害者福祉」の報告者を務めさせて頂きました。福

祉的就労の現状と課題を踏まえ、私共が手掛けるホンダ車部品事業を中心に福祉的就労の拡充を目指す

「いのちの森づくり」プロジェクト、企業・専門家との連携取り組み等を紹介、障害者雇用やCSR（企

業の社会的責任）を全うする際に重要と思われる事項をご披露させて頂きました。分科会にご参加頂い

た皆様に、少しでもご参考となれば幸いです。 

 

詳 細 ⇒ ２０１２全県経営研究集会（神奈川県中小企業家同友会） 

 

 くくのちのモリプロジェクト・植樹祭                    2012/11/17 

多摩美術大学芸術人類学研究所と「くくのちのモリプロ

ジェクト」と連携して、２０１２年１１月１７日、同大

学八王子キャンパスにおいて、第４回目の植樹祭を実施

しました。進和学園で栽培した苗木を中心に３００本の

広葉樹を植えました。グラウンドの傾斜地に「その土地

本来の木による自然の森」を育もうという取り組みです。

これまでに植樹した苗木は、累計１，１５０本となりま

した。 

今回も、進和学園「いのちの森づくり基金」より、苗木や稲藁（マルチング材）等を寄贈させて頂きま

した。苗木は、同基金への（株）サン・ライフ様（平塚市）からのご寄附を活用させて頂いたものです。

スペシャルゲストのロックバランシングアーチスト石花ちとく氏による石積みを鑑賞しながら、生演奏

で披露された笛の音に耳を傾けるという趣向も新鮮で、植樹とのコラボレーションに心癒される一時を

共有しました。 

http://kanagawa.doyu.jp/pdf/2012zenken.pdf
http://kanagawa.doyu.jp/
http://kanagawa.doyu.jp/pdf/2012zenken.pdf
http://kukunochi.jp/project
http://kukunochi.jp/project
http://www.shinwa-gakuen.or.jp/works/inochi_no_morizukuri/tomonokai
http://www.sunlife.jp/
http://www.ishihana.jp/
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くくのちのモリプロジェクト 

（2012.12.4）   

     

     

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 アジア・アフリカ４ヶ国よりご視察                      012/11/14 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ＪＩＣＡ（国際協力機構）の研修（Rehabilitation of Degrated Lands in Asia and Afrika／アジア・ア

フリカの荒廃地の植生回復）の一環として、２０１２年１１月１３日、４ヶ国から６名の研修生の皆様

をお迎えしました。私達の「いのちの森づくり」プロジェクトのご視察は、今年が５回目となります。

ＪＩＣＡの委託を受けた国際生態学センターの皆様と共に、「しんわルネッサンス」及び「進和万田ホ

ーム」の植樹事例、並びに「どんぐりハウス」での苗木の栽培状況をご覧頂きました。今回は、ドング

リの「トロ箱づくり」や「ポット苗づくり」の実修にも時間を割き、充実したプログラムとなりました。 

研進は、今回もプレゼンテーションをコーディネートしましたが、国際交流にも繋がる意義深い研修の

http://kukunochi.jp/project/mori-pj/moripj-report/2012%e7%a7%8b%e3%81%8f%e3%81%8f%e3%81%ae%e3%81%a1%e3%81%ae%e3%83%a2%e3%83%aa%e3%83%97%e3%83%ad%e3%82%b8%e3%82%a7%e3%82%af%e3%83%88%e6%a4%8d%e6%a8%b9%e7%a5%ad%ef%bc%a0%e5%a4%9a%e6%91%a9%e7%be%8e.html
http://kukunochi.jp/project/mori-pj/moripj-report/2012%e7%a7%8b%e3%81%8f%e3%81%8f%e3%81%ae%e3%81%a1%e3%81%ae%e3%83%a2%e3%83%aa%e3%83%97%e3%83%ad%e3%82%b8%e3%82%a7%e3%82%af%e3%83%88%e6%a4%8d%e6%a8%b9%e7%a5%ad%ef%bc%a0%e5%a4%9a%e6%91%a9%e7%be%8e.html
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場として選定頂きましたことは大変光栄なことであり、私達にとりましても大きな励みとなりました。 

関係の皆様に心より感謝申し上げます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 いのちの森づくり～秋のメイン・イベント／東北＆湘南国際村から～    2012/11/11 

■東北ドングリ採取ツアー（瓦礫を活かす森の長城プロジェクト） 

２０１２年１１月９～１１日の３日間、（財）瓦礫を活か

す森の長城プロジェクト主催によるドングリ採取ツアーが

開催されました。震災瓦礫を地球資源として活用し、環境・

防災に役立つ「その土地本来の木による自然の森」を再生

しようとする壮大な計画は、宮脇昭先生（横浜国大名誉教

授）の提言によるもので、有識者から一般市民まで多くの

方々の共感と支持を集めています。 

今回の企画は、全国からボランティアを募り、仙台市の輪

王寺に集結、気仙沼から南相馬まで地場のドングリや木の

実を採取し苗木づくりに繋げようという試みです。本プロジェクトに私達も積極的に参画しており、研

進のスタッフ２名が皆様と行動を共にしました。 

進和学園では、東北産のドングリや木の実からポット苗を栽培する取り組みを開始しています。東北復

興の森づくりに少しでも貢献できればと考えています。 

■第６回湘南国際村めぐりの森植樹祭 

湘南国際村（神奈川県横須賀市）における植樹祭は、 

今秋で第６回を数えます。２０１２年１１月１０日、 

約３００名が「めぐりの森」に集い、宮脇昭先生 

（横浜国大名誉教授）の情熱溢れるご指導に耳を傾 

けました。 

その土地本来の樹種である広葉樹２，０００本の苗 

http://greatforestwall.com/
http://greatforestwall.com/
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木を植えましたが、その内、（株）サン・ライフ様（平塚市）からの進和学園「いのちの森づくり基金」

へのご寄附を活用して５１７本、NPO法人 GoodDay 様にご購入頂いた苗木１７３本、合わせて進和学

園栽培の苗木６９０本をご利用頂きました。 

快晴の爽やかな秋空の下、大地に命を植える快感に、参加された皆さんの笑顔が弾けました。 

 

 ホンダロジスティクス様との交流                      2012/11/08 

２０１２年１１月８日、（株）ホンダロジスティクス様が来訪さ

れ、ホンダ車部品の組立作業を中心に私達の活動をご視察下さい

ました。完成部品は、Ｈｏｎｄａ様の各工場（埼玉・鈴鹿・浜松）

へ輸送されますが、、ホンダロジスティクス様には、日頃より安

全・迅速・確実な物流及び納入代行業務を遂行頂き、また、進和

学園自主製品をご利用頂く等大変お世話になっています。 

障害というハンデを克服しながら、品質保証と工程管理に注力し

ている私達の取り組みを親身にご覧頂き、交流も深めて頂きまし

た。ご多忙の中、時間を割いてお越し下さった同社の皆様に心よ

り感謝申し上げますと共に、良きパートナーとして今後ともご支

援を賜れば幸です。 

 ヨコハマ環境行動フェスタ 2012                      2012/11/03 

２０１２年１１月３日、横浜みなとみら

い・クイーンズスクエアにおいて、横浜市

主催の「ヨコハマ環境行動フェスタ 2012」

が開催されました。生物多様性の保全や地

球温暖化対策等をテーマにした体験型ブー

スに、大勢が集い楽しみながら環境活動を

学ぶ絶好の機会となりました。     

http://www.sunlife.jp/
http://www.goodday2u.org/
http://www.honda-logistics.co.jp/index.html
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私達は、スマート・ウィメンズ・コミュニティ様のブースで、「ポット苗づくり」体験コーナーを設営、

皆様と交流しながら、私達が目指す「いのちの森づくり」の取り組みを発信させて頂きました。 

ステージイベントでは、、スマート・ウィメンズ・コミュ

ニティ様の活動報告に、研進の川下都志子が参加し、福祉・

環境・教育・労働との連携を通じた森林再生活動について

紹介させて頂きました。 

会場では、進和学園の「カフェ・ブーケ」（森づくり基金

付きフェアトレード・コーヒー）を試飲頂き、東北の被災

地へ送る苗木栽培の計画についてもご案内申し上げました。 

本イベントへの参加が叶いましたことを大変光栄に思いま

す。ご支援頂きました関係の皆様に厚くお礼申し上げます。 

 

 しまむらストアーとの連携～施設外就労を開始～              2012/11/02 

平塚の有名スーパーしまむらストアー様のご理解ご支援の下、

同ストアー長持店において「施設外就労」がスタートしました。

「施設外就労」は、企業内授産とも言われる福祉制度上の障害

者の就労形態です。進和学園利用者（知的障害をお持ちの方）

と職員がチームで同ストアーに赴き、バックヤード業務を請け

負わせて頂きます。野菜の袋詰めや清掃等の作業を担当させて

頂きます。 

「施設外就労」は、企業の中で障害者が実際に働く機会を得る

ことにより実戦的な職能訓練の場となり、「雇用」への移行を促すと共に、工賃の確保にも繋がります。

福祉事業者にとっても指導ノウハウを活かす場となり、障害者本人、企業、福祉施設の何れにとっても

メリットが大きい制度と言えます。 

この取り組みは、２０１２年１１月より毎週金曜日に長持店において実施、順次、日数を増やし他店舗

への展開も検討して参ります。私共の願いを親身に受け止めて頂いた同ストアー社長の島村孝征様、長

持店の大友店長様、青果サブバイヤーの松永様はじめスタッフの皆様に厚くお礼申し上げます。 

http://ja-jp.facebook.com/smartwomens
http://www.shinwa-gakuen.or.jp/inochi_no_morizukuri
http://www.kenshin-c.co.jp/cafe-bouquet
http://www.shimamura-store.com/
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写真：しまむらストアー社長の島村孝征様（右から 5人目）、長持店の大友店長様（左）と共に 

   ～施設外就労に向けての実修／しまむらストアー長持店にて（2012.9.28）～ 

＜就労支援勉強会／しまむらストアー：堀口耕一様ご指導＞ 

２０１２年１０月２９日、施設外就労の開始を控え、同ストアー

青果部門バイヤーの堀口耕一様を講師にお招きして就労支援勉強

会を開催しました。堀口様には、同ストアーとの取引開始以来、

温かいご指導・アドバイスを賜り、大変お世話になっています。 

社会人として働く際に基本となる３項目・・①挨拶の大切さ ②

感謝の気持ち ③素直な心 についてご自身の実体験を交え大変

分かり易くお話し頂きました。参加した障害者の皆さんは勿論、

職員にとっても大いに勉強となる素晴らしい内容でした。 

 

 

 掛川市・新病院記念植樹祭～過去最多６，０００本の苗木出荷！～     2012/10/28 

２０１２年１０月２７日、静岡県掛川市に建設された新病院・中東遠総合医療センターに大勢が集い、

２２，５００本の苗木が植樹されました。宮脇昭先生（横浜国大名誉教授）のご指導の下、いのちを守

る「希望の森づくり」プロジェクトは、新病院のスタートを祝し大盛況のイベントとなりました。 

私達にとりましても、進和学園栽培の苗木が過去最多の６，０００本をご利用頂くという記念すべき植

樹祭でした。 

３，５００本は、進和学園「いのちの森づくり基金」より寄贈させて頂いたものです。また、横浜ゴム

（株）様より進和学園が譲り受け栽培を引き継がせて頂いたシラカシの苗木３２０本も含まれています。 

本植樹祭を主導されたNPO法人時ノ寿の森クラブ様のご厚意で、模擬店も出させて頂き学園自主製品や

http://www.shinwa-gakuen.or.jp/works/inochi_no_morizukuri/tomonokai
http://www.shinwa-gakuen.or.jp/works/inochi_no_morizukuri/coordinated_effort
http://www.shinwa-gakuen.or.jp/works/inochi_no_morizukuri/coordinated_effort
http://outdoor.geocities.jp/tokinosunomori/
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森づくりグッズの販売もさせて頂きました。素晴らしい植樹イベントに参加できましたことに、心より

感謝申し上げます。 

 

 福祉施設間の連携～いのちの森づくり～                  2012/10/24 

７年目を迎えた進和学園の「いのちの森づくり」プロジェクト、最近は、他の福祉施設との連携から新

たな活動の輪を拡げています。 

「森づくり」を通じた人間形成と工賃への還元による自立就労支援の成果を多くの障害をお持ちの方々

と分かち合いたいと考えています。 

■苗木の栽培委託スキーム 

    

     社会福祉法人県央福祉会・ﾊﾟｽﾃﾙﾌｧｰﾑﾜｰｷﾝｸﾞｾﾝﾀｰの皆さん    ドングリのポット苗 

私達から他の福祉施設に、苗木の栽培作業を業務委託し委託料を作業メンバーの工賃に還元する「苗木

の栽培委託スキーム」を導入しています。現在、次の二つの福祉施設の皆さんに、愛情を込めてポット

苗の栽培に励んで頂いています。私達が、知識やノウハウを提供し、栽培上の技術的指導をさせて頂き

ます。 

①社会福祉法人湘南の凪・えいむ 

 （就労継続支援Ｂ型：神奈川県逗子市） 

 ２０１２年４月より、施設の屋上スペースを活用して、 

 タブノキ、シラカシ、アラカシ、スダジイ等の苗木を 

 栽培頂いています。（写真右） 

 

②社会福祉法人県央福祉会・ﾊﾟｽﾃﾙﾌｧｰﾑﾜｰｷﾝｸﾞｾﾝﾀｰ   

 （生活介護：神奈川県相模原市）  

 ２０１２年１０月より、園芸ハウスにおいて、シラカシの苗木を栽培頂いています。（写真上） 

■「いのちの森づくり基金」活用による育樹活動 

皆様からの貴重な寄附金により運営されている進和学園「いのちの森づくり基金」を活用して、進和学

園の苗木を植樹した場所の育樹（除草）作業に、福祉施設同士が協力して取り組んでいます。 
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①湘南国際村めぐりの森（神奈川県横須賀市） 

 社会福祉法人湘南の凪・えいむ（逗子市）、株式会社ラビー（鎌倉市の障害者就労支援事業者）と協

力して定期的に育樹作業に励んでいます。 

②小田原荻窪森林再生プロジェクト（神奈川県小田原市） 

 社会福祉法人小田原支援センター（小田原市）と共に「かながわ森林再生 50年構想」に基づく緑化活

動として定期的に育樹作業を実施しています。 

 高田造園設計事務所様に感謝！                       2012/10/10 

２０１２年１０月６日、（株）高田造園設計事務所（千

葉市）社長の高田宏臣様とスタッフの竹内様が来訪され、

進和学園「どんぐりハウス」をはじめ、その土地本来の

木による「本物の森」を目指して植樹した「しんわルネ

ッサンス」及び「進和万田ホーム」をご視察頂きました。

その際の模様を、同社ホームページにおいて、多くの写

真と詳細記事により紹介頂いています。 

                          高田宏臣様撮影「しんわルネッサンス」の森 

当日は、進和学園が育てているポット苗を多数ご購入頂きました。造園のプロである同社との取引・交

流が叶いましたことを大変光栄に思います。このご縁を大切に、これからもお互いの連携を深めて行け

れば幸です。 

高田造園設計事務所・雑木の庭つくり日記 

 苗木の里親制度（朝日新聞・地球教室）～嬉しい成果！～           2012/10/06 

朝日新聞社主催「地球教室」において、昨年に続いて「かんきょう新聞」に応募された全国の小学生へ

の参加賞として、進和学園の苗木がプレゼントされたのは３月初旬でした。学校や家庭で苗木を育て、

植える場所に困った場合は、「苗木の里親制度」により進和学園へ送り返して植樹することが出来ます。

更に、進和学園で育てている東北産の苗木にバトン・リレーを行い、被災地の復興に役立てる植樹リレ

http://www.takadazouen.com/index.html
http://www.zoukinoniwa.biz/blog/2012/10/post_38.html
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ーの仕組みを導入しています。 

幼苗が３０ｃｍ以上に育った段階で、送り返して頂くようお

願いしていますが、半年が経過し早くも４０本近くの苗木が

届いています。 

皆さんの愛情込めたお世話のおかげで立派に成長しており、

私達も大変嬉しく思います。右の写真は、大阪豊中市上野小

学校６年生の天田翔さんが半年程育てて送り返して頂いたタブノキの苗木です。大きな鉢に植え替え、

丹精込めて育てて頂いたようで葉の色艶や枝振りも見事！近い内に良い場所を見つけて植樹する予定で

す。そして、もう少し先になりますが、目下栽培中の東北産の苗木にリレーを行い、被災地に植樹する

計画を実行に移したいと思います。 

 

ポット苗木の育て方／苗木の里親＆東北復興植樹リレー（案内チラシ） 

 ⇒ 右下のDOWNLOADボタンよりご覧下さい。 

 

 

 ホンダ青山本社訪問・見学～日頃のご支援に感謝！ ～           2012/09/26 

ホンダ様よりご発注頂いている自動車部品の仕事は、お陰様で３９年目を迎えており、私達の就労・自

立を支える柱となっています。 

２０１２年９月２６日、進和学園、小田原支援センター及び研進の代表は、ホンダ青山本社ビルを訪問

し見学させて頂きました。温かくお迎え頂いた同社並びにホンダ開発（株）の皆様に心より感謝申し上

げます。 

■ホンダ青山本社ビル見学会 

ホンダ開発様には、進和学園の自主製品（クッキー、

ラスク、コーヒー等）のホンダ様事業所での社内販売

にご協力を頂いています。同社スタッフのお導きによ

り、素敵な売店を見学させて頂きました。私達の製品

が、日頃お世話になっているホンダの皆様にご利用頂

けることは、この上もない喜びです。 

また、ホンダ社会活動推進室様のご案内で、新型アシ

モ君のデモンストレーションも見学することが出来ました。展示されたＮ-ＢＯＸ、フィットやオートバ

イに代わる代わる乗り込み、一同、大満足のイベントとなりました。 

http://www.kenshin-c.co.jp/img/uploads/9/asahisinnbunntikyuukyousitu2012.pdf
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■ホンダ様のご支援に感謝 ～ いのちの森づくり ～ 

ホンダ様には、私達が推進する「いのちの森づくり」プロジ

ェクトについても多額のご寄附を賜る等、ご支援を賜ってい

ます。 

上記見学会と合わせ、私達は、６年目を迎えた同プロジェク

トにおける活動の経過及び今後の抱負についてホンダ様に

報告申し上げました。 

福祉・環境・教育及び労働の連携を目指して、ホンダ様はじ

めご支援者のご期待にお応えできるよう、皆で力を合わせて

チャレンジして行く決意を新たにしました。 

 

 障害者労働・雇用国際フォーラム 2012                   2012/09/25 

２０１２年９月２５日、日本障害者協議会（ＪＤ）主催の掲題フォーラムが、参議院議員会館講堂にお

いて大勢が参加し盛況の内に開催されました。 

松井亮輔先生（法政大学名誉教授）による基調講演「社会支援雇用制度の創設に向けて」では、一般就

労が困難な障害者にも一定の社会的支援を通じて、労働者としての権利保全、ディーセントワークの確

保を図るべきとの見解が示されました。我が国の福祉的就労が抱える本質的な問題、いわゆる「労働者

性」については、現行法の抜本的改正か新法の制定を提言、仕事の確保については、障害者雇用率制度

とリンクした「見なし雇用制度」の導入等、今後の方向を示唆する内容でした。 

講師のアナ・ローソン氏（英国）、ヨアヒム・シュトルケ氏（ドイツ）による英国及びドイツにおける

障害と雇用・就労、並びに福島淑彦先生（早稲田大学）によるスウェーデン Samhall の解説は、欧州の

現状と課題を知る上で、大変良い勉強となりました。 

国連障害者権利条約を踏まえた先進各国の障害者福祉制度の動向から多くを学び、日本の在るべき姿を

模索して行く必要性を痛感します。 

障害者労働・雇用国際フォーラム2012 

 第35回総合リハビリテーション研究大会                  2012/09/22 

２０１２年９月２１～２２日、第 35回総合リハビリテーション研究大会（於、横浜ラポール）が開催さ

れました。藤井克徳氏（日本障害ﾌｫｰﾗﾑ幹事会議長）による「障害者に関わる法制度改革の動向」とパネ

リストによる鼎談は、昨年の障害者基本法の改正及び２年間に亘る「障がい者制度改革推進会議」の経

過と障害者総合支援法成立についての中間評価、並びに今後の在るべき方向を考える上で示唆に富む内

http://www.kyosaren.com/workshopAndEvent/JD%E5%9B%BD%E9%9A%9B%E3%83%95%E3%82%A9%E3%83%BC%E3%83%A9%E3%83%A02012%E3%83%81%E3%83%A9%E3%82%B70824%E7%A2%BA%E5%AE%9A%E7%89%88.pdf#search='
http://www.normanet.ne.jp/~rehab/
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容でした。 

分科会「労働・雇用（就労支援）」では、松井亮輔（法政 

大学名誉教授）、木村伸也（愛知医科大学）の両先生を座長 

に、松永正昭氏（Ｃ・ネットサービス社長）、戸枝陽基氏 

（社会福祉法人むそう理事長）他の先進取り組みを踏まえ、 

地域リハビリテーションと就労支援に関わる意見交換が為 

されました。 

我が国の障害者福祉制度、特に、就労系事業は岐路に立っ 

ています。福祉と労働施策の連携・融合に基づく「福祉的 

就労」分野の再構築に真剣な議論が求められています。 

「障がい者と関わるお仕事フェス」                       012/09/09 

「障害者と関わるお仕事紹介フェス実行委員会」主催

のイベントが、２０１２年９月９日、大田区産業プラ

ザで開催されました。大学生が運営主体となり、障害

者福祉に関心のある学生を主な対象とするセミナーで

す。ご縁あって講師の一人として研進の出縄貴史が参

加させて頂きました。 

当日は、大学１年生から社会人まで約３０名が集い、

障害者の生活介護、余暇活動支援、特別支援学校、就

労・雇用支援等幅広い「仕事」についての情報提供を熱心に聴講。交流会と合わせ、有意義な機会とな

りました。 

この分野に関心を有し、これから従事される若い皆さんには、既成の概念に囚われず「日本の福祉を変

える！」との志を抱いて挑戦して頂きたいと思います。 

 世田谷いのちの森づくり植樹祭                       012/09/09 

区制 80 周年記念「世田谷いのちの森づくり植樹祭」が、 

２０１２年９月９日、二子玉川公園（世田谷区上野毛） 

において開催されました。宮脇昭先生（横浜国大名誉教 

授）ご指導の下、約７５０名が集い１，３００本の広葉 

樹の苗木が植樹されました。進和学園「いのちの森森づ 

くり基金」を活用して寄贈させて頂いた苗木２９０本も 

含まれており、研進・学園メンバーも参加して大勢の皆 

様とご一緒に作業に励みました。 

http://www.shinwa-gakuen.or.jp/works/inochi_no_morizukuri/tomonokai
http://www.shinwa-gakuen.or.jp/works/inochi_no_morizukuri/tomonokai
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主催者の世田谷区、毎日新聞、国土緑化推進機構他（後援：林野庁）並びに共催された「世田谷に植え

隊」の皆様はじめ関係の方々には、進和学園の苗木の植樹場所として親身なるご配慮を賜りました。苗

木の栽培に従事する知的障害をお持ちの方々や職員の働き甲斐にも繋がり、心より感謝申し上げます。

世田谷区民の皆様と共に、苗木の成長を楽しみに見守って参りたいと思います。 

世田谷区長：保坂展人のどこどこ日記 

 ＴＶＫスペシャル「あすの地球と子どもたち」への参画！          2012/09/09 

     

    宮脇昭先生ゲスト生出演     スタジオに飾られた進和学園栽培の苗木 500 本 

テレビ神奈川（TVK）開局 40周年記念の特別番組が、２０１２年９月８～９日、「あすの地球と子ども

たち／Pray for Happiness」をテーマに40時間に及び放映されました。記念事業「どんぐりドリーム大

作戦」のシンボルとして、スタジオには進和学園が栽培した 24種類 500本の苗木が美しく飾られ、ス

ペシャル番組に花（木？）を添えました。 

宮脇昭先生（横浜国大名誉教授）のゲスト生出演に合わせ、私達の代表はスタジオを見学。また、私達

が推進する「いのちの森づくり」プロジェクトが番組内で紹介されました。地球環境保全や子供達の成

長を願う意義ある企画への参画は、大変光栄なことであり、少しでもお役に立てれば幸いです。「どん

ぐりドリーム大作戦」での連携を実現に導いて下さった宮脇先生、TVKスタッフの皆様に厚くお礼申し

上げます。 

TVK開局 40周年記念「あすの地球と子どもたち」   TVK「どんぐりドリーム大作戦」 

 人と人との触れ合い・共生を目指して！                   012/09/08 

「自然の森は色々な種類が混ざり合っている。仲の良いものだけ集めてもだめ。人間社会も同じ。混ぜ

る、混ぜる、混ぜる」とは、生態学の権威・宮脇昭先生（横浜国大名誉教授）の名言です。 

http://ameblo.jp/setagayaniuetai/entry-11350989049.html
http://ameblo.jp/setagayaniuetai/entry-11350989049.html
http://blog.goo.ne.jp/hosakanobuto/e/23b96a4a5e2e8b611ac2f75fafd7d1fe
http://www.tvk-yokohama.com/40th/40hour/index.html
http://www.tvk-yokohama.com/donguri/
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私達は、障害者の社会参加や共生社会を目指す取り組みに注力しています。人と人との触れ合いや交流、

相互理解と切磋琢磨を通じて、人間としての成長、在るべき社会の追求、日本の再生に繋げて行ければ！

と願っています。私達の活動から、最近の嬉しい事例を二つ紹介します。 

■秦野曽屋高校・秋輝祭での交流 

      

神奈川県立秦野曽屋高校は、福祉・ボランティア教育に注力され、総合的な学習の時間での校庭緑化を

はじめ、同校生徒の皆さんと進和学園メンバーが共同作業を通じての交流を重ねています。 

２０１２年９月８日、同校の文化祭「秋輝祭」では、これまで、進和学園栽培の苗木を植樹した校庭の

育樹（除草）作業をイベントとして取り入れました。また、今年も進和学園自主製品（パン、ラスク等）

の模擬店をご一緒に出店すると共に、生徒の皆さんが親切に校内を案内して下さる等、楽しい一時を共

有しました。 

同校と進和学園が、お互いの人間的成長を目指して、これからも貴重な交流を続けて参りたいと思いま

す。 

 

■NPO 法人 GoodDay の皆様をお迎えして 

NPO 法人 GoodDay の皆様と私達は、「森づく

り」をはじめ貴重な連携の機会を蓄積していま

す。 

２０１２年９月３日、同法人の皆様を進和学園

にお迎えし、ドングリの幼苗をポットに移し替

える共同での作業に汗を流しました。進和職業

センターでのワークショップでは、障害をお持

http://www.goodday2u.org/
http://www.goodday2u.org/
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ちの方々から、親を亡くした辛さや孤独、恋愛、ボランティアとの関わり等の話が率直かつ素直に出さ

れ、皆の共感を呼び温かい交流の輪が広がりました。 

GoodDay Blog   GoodDay Album(2012.9.3） 

 Ｔommy & Coco インターペットに出展                 2012/08/26 

 

 

「人とペットの豊かな暮らしフェア」を標榜するインターペット（主催：ペットフード協会他、後援：

農林水産省他）が、２０１２年８月２３～２６日、幕張メッセで開催され、大盛況の賑わいでした。 

子供の情操教育、高齢者の健康、小動物飼育による癒し・・・笑顔あふれるペットとの幸せな暮らしを

考える機会となりました。 

私達は、「メゾン ド K」様の企画・ご支援の下、社会福祉法人小田原支援センター（知的・精神障害者

施設）に製造をお願いしているヘルシー・クッキー：Tommy & Coco を出展。 

Tommy & Coco は、①安全で贅沢な材料を使用  ②人と愛犬が共に賞味し楽しめる ③障害者の自立

支援に繋がり、売上げの一部が盲導犬協会へ寄付される という付加価値の高い商品であり、広く皆様

に知って頂きご愛用願えれば幸いです。 

 プレーン・コマツナ・トマト・コメ粉の４種類の 

 お徳用パックが一番人気！（添加物不使用） 

 ⇒ お問合せは、TEL：0463-58-5267 

   （研進・Tommy ＆Coco 担当）  

 

 手摘みブルーベリー 大好評！                       2012/08/21 

「ブルーベリーガーデン旭」様（神奈川県足柄上郡）は、無農薬無化学肥料栽培のブルーベリーを手掛

ける観光農園です。同農園のご理解ご指導の下、研進では、福祉施設の皆さんが摘み取ったブルーベリ

ーの販売をサポートしています。 

http://junhouse.cocolog-nifty.com/goodday/2012/09/2012-4914.html
https://picasaweb.google.com/goodday.album/201293
http://www.interpets.jp/
http://www.mmfcservice.com/pet2012/ja/search/detail.htm?id=13404
http://dogu.boy.jp/
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２０１２年度は、進和学園及び小田原支援センターのメン 

バーが、同農園にて摘み取った新鮮なブルーベリーを、 

下記事業者様にお取り扱い頂いています。 

①「しまむらストアー」 

  （湘南・平塚エリア１１店舗・スーパー） 

②「パティスリー・ラ・ベルデュール」  

  （横浜緑園都市・洋菓子店） 

③「晴れ屋」（厚木市中町・オーガニック専門店） 

④「LUSH JAPAN」（英国 LUSH の日本法人・化粧品） 

農薬や化学肥料を使用せず、湘南の陽光をたっぷり浴びた 

完熟フレッシュ・ブルーベリーは最高品質のもので、お客様 

にも喜んで頂いています。障害をお持ちの方が、摘み取り 

作業（労務）の代償として「工賃」を得る就労・自立支援の試みの一環として注力しているものです。 

 テレビ神奈川 ～ 進和学園「いのちの森づくり」を紹介 ～          2012/08/16 

テレビ神奈川（TVK）では、開局40周年記念事業として「ど

んぐりドリーム大作戦」を推進中です。研進・進和学園は、

「森づくり」の輪を拡げる本企画に協力しています。どんぐ

りや木の実を採集して苗木を栽培し植樹することにより、環

境・教育・福祉に貢献しようとする「いのちの森づくり」が、

同局のプロジェクトの一環としてテレビ番組で紹介されま

した。 

５月２５日のニュース９３０特集、６月２日の「秋じゃない

けど収穫祭」ライブ放送に続いて、下記番組に登場しました。

大変光栄なことであり、大きな励みになります。「森づくり」

を通じた障害者の自立・就労支援についても、更に強化して参りますので、皆様の温かい応援をお願い

致します。 

テレビ神奈川（TVK）  

・日時：２０１２年８月１６日（木） １２：００～１４：００の中で放映 

・番組：「ありがとッ」 

・内容：宮脇昭先生（横浜国立大学名誉教授）のご指導による「その土地本来の木による本物の 

    森づくり」を通じて、知的障害者の自立・就労支援を目指す私達の取り組みをインタビ 

    ューと解説を交えて紹介。私達と連携関係にあるボランティア「まじぇる会」さんの活 

    動も報じて頂きました。 

http://www.shimamura-store.com/
http://www.verdure.co.jp/
http://www.earth-people.com/hareya%20shop.htm
http://www.lushjapan.com/
http://www.tvk-yokohama.com/donguri/
http://www.tvk-yokohama.com/donguri/
http://www.kenshin-c.co.jp/news/topic-2012#4389
http://www.kenshin-c.co.jp/news/topic-2012#4424
http://www.kenshin-c.co.jp/news/topic-2012#4424
http://dogu.boy.jp/
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「援農」で福祉的就労に活路！                         2012/08/09 

後継者不足の農業の担い手として障害者への期待が高まっています。

進和学園では、地元の横山農園様のご理解とご指導の下、「施設外就

労」という形態で知的障害をお持ちの方と職員がチームを組んで野菜

の栽培に精を出しています。 

一方、研進では、地場有力スーパー「しまむらストアー」様のご協力

により、店内に福祉施設の自主製品コーナーを設け、障害者の工賃に

還元すべく、横山農園様での朝採れ野菜との同時販売を開始。農業の

活性化、スーパーでの新鮮野菜の提供、福祉的就労の拡充に繋がる、

農家／スーパー／福祉施設の地域密着連携を推進して参ります。 

本取り組みについての記事が、「タウンニュース平塚版」（2012.8.9）に掲載されましたのでご覧下さ

い。 

タウンニュース平塚版（2012.8.9） 

 月刊「経営協」～進和学園の取り組み～                   2012/08/08 

全国社会福祉協議会／全国社会福祉施設経営者協議会が発行する月刊誌「経営

協」（2012年 8月号）の〝地域生活を支える社会福祉法人〟コーナーにおい

て、~ 地域に根ざした就労・生活支援と「いのちの森づくり」への貢献 ~ と

して、進和学園理事長：出縄雅之による紹介文が掲載されました。 

１９５８年、個人の遺産で知的障害児施設としてスタートした開設当初の歩み、

研進及び「進和職業センター」の創設から「しんわルネッサンス」に継承され

ているホンダ車部品授産事業をはじめ、新しい「いのちの森づくり」プロジェ

クトに至る、半世紀以上に及ぶ進和学園の取り組みを概観しています。 

月刊「経営協」（2012年 8月号）⇒ 右下のDOWNLOADボタンより閲覧出来ます。 

 

 

 Ｈonda「真夏の祭典 2012」 ～ 皆でフィーバー！＆ チャレンジ！～   2012/08/05 

２０１２年８月５日（日）、ホンダ埼玉製作所「真夏の祭典」は、大盛況の賑わいとなりました。会場

では、マシンの展示、キャラクターショー、お化け屋敷、ライブコンサート、大抽選会等の趣向を凝ら

した企画が催され、数々の模擬店が連なり、快晴盛夏の１日を大勢でフィーバーして過ごしました。 

 

http://www.townnews.co.jp/0605/2012/08/09/153937.html
http://www.kenshin-c.co.jp/img/uploads/9/keieikyou shinwa gakuen(2012).pdf
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研進・進和学園も自主製品販売ブースを出店させて頂き、日頃お世話になっているホンダの皆様や地域

の方々と親しく交流しながら、楽しいイベントを堪能しました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 横浜ゴム（株）様の苗木ご寄贈に感謝！                   2012/08/03 

横浜ゴム（株）様は、「YOKOHAMA千年の杜」プロジェクトにおいて、社員の皆様が苗木作りを行い、

国内外事業所での植樹に加え地域への苗木提供活動を進めておられます。同社保有の余剰苗を進和学園

に無償提供頂き、私達の「いのちの森づくり」において栽培を引き継がせて頂く連携取り組みは３年目

を迎えました。 

  

 

 

 

 

  

           

  

        横浜ゴム（株）様 苗木のご寄贈 ありがとうございます！ 

http://www.yrc-pressroom.jp/env/mori.html
http://www.shinwa-gakuen.or.jp/inochi_no_morizukuri
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この度、２，５０４本の苗木をご寄贈頂き、累計では、 

９，３３０本をお譲り頂きました。その内、既に植樹 

した苗木は、１１種類４，９２６本に及んでいます。 

２０１２年８月３日、横浜ゴム（株）平塚製造所及び 

ＣＳＲ本部の皆様に、進和学園の作業現場をご視察頂く 

と共に、ささやかな感謝式と交流会を開催させて頂き 

ました。 

横浜ゴム様と進和学園とのコラボレーションから、森づ 

くりを通じた環境保全、並びに苗木の栽培に励む障害者の方々の自立・就労支援に貢献できることは大

変意義深いことと嬉しく思います。ＣＳＲ（企業の社会的責任）の観点からも、価値ある取り組みであ

り心より感謝申し上げる次第です。 

横浜ゴム（株）様との連携取り組み（ご寄贈「苗木」の活用実績） 

 国立神奈川病院植樹祭                           2012/07/29 

２０１２年７月２９日、秦野市の国立神奈川病院において

苗木１，０００本を植える植樹祭が開催されました。主催

者の「千年の杜をつくる会」並びに世話人の出雲大社相模

分祀様のご厚意により、進和学園栽培の苗木５００本をご

利用頂きました。内、２１０本はご購入頂き、２９０本は、

学園「いのちの森づくり基金」への（株）サン・ライフ様

（平塚市）からのご寄附を活用して植樹したものです。 

この日も、猛暑の厳しい条件でしたが、 

汗を流しながらも参加者全員で協力し

て自然の森を再生する取り組みに精を

出しました。私達も植樹作業に加え、「い

のちの森づくり」の紹介と学園自主製品

の販売を通じて多くの皆様と交流する

好機となりました。 

「出雲大社相模分祀」様ブログ 

「まじぇる会」の皆様との交流に感謝！                    2012/07/28 

宮脇 昭先生（横浜国大名誉教授）ご指導による「その土地本来の木による本物の森づくり」を中心に、

植樹ボランティア活動を続けておられる「まじぇる会」の皆様には、「しんわルネッサンス」植樹祭（2006

http://www.shinwa-gakuen.or.jp/works/inochi_no_morizukuri/coordinated_effort
https://www.sunlife.jp/
http://www.shinwa-gakuen.or.jp/inochi_no_morizukuri
http://www.shinwa-gakuen.or.jp/inochi_no_morizukuri
http://izumosan-sagami.seesaa.net/article/282541001.html
http://ja.wikipedia.org/wiki/%E5%AE%AE%E8%84%87%E6%98%AD
http://www.shinwa-gakuen.or.jp/works/inochi_no_morizukuri/encounter
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年春）以来、大変お世話になって 

います。 

２０１２年７月２８日、同会メン 

バーの皆様をお迎えして、ポット 

苗づくりと植樹場所ご視察会を実 

施しました。当日は、開局 40周 

年記念事業として「どんぐりドリ 

ーム大作戦」を展開されている 

テレビ神奈川スタッフの方々の取材も入り、賑やかで 

楽しいイベントとなりました。猛暑にもかかわらず、 

充実した真夏の１日を楽しみました。「まじぇる会」 

の皆様との交流から、私達の「いのちの森づくり」 

プロジェクトが年々飛躍していることに、心より感謝 

したいと思います。 

 

 横山農園様／家族ぐるみ施設外就労                    ２012/07/22 

進和学園「しんわルネッサンス」

農業班は、地元の横山農園様の

ご理解ご支援の下、「施設外就

労」（注）の形態で農作業に励

んでいます。メンバー一人一人

の障害程度や性格、個性は様々

ですので、大変なご苦労をお掛

けしていると思いますが、園主

の横山一郎様はじめスタッフの

皆様に大変温かくご指導を頂い

ています。チームワークを発揮して戦力となれるよう、そして、働き甲斐を感じながら充実した作業を

推進できるよう一同頑張って参ります。 

２０１２年７月２１日、横山農園様のご厚意でバーベキューを楽しみました。食材から資材まで横山農

園様が準備して下さいました。日に焼けたメンバーの笑顔が弾け、会話に花が咲きました。家族ぐるみ

の親身なるお付き合いを頂いている横山農園様に、心より感謝申し上げたいと思います。 

http://www.shinwa-gakuen.or.jp/inochi_no_morizukuri


43 

 

（注）横山農園様における農作業の受託は、発注事業者様より請け負わせて頂いた「仕事」を、当該事業者が提供する就労場所にて行う「施設外

就労」という形態です。障害者本人、発注事業者、福祉施設の何れにもメリットが大きく、直接雇用が叶わず福祉施設で働く障害者の自立支援策

として期待されています。 

 都市対抗野球大会／Honda チーム応援！                 ２012/07/20 

 

 

 

 

 

 

昨年は、大震災の影響を受け大阪で開催された都市対抗野球大会が、今年は、東京ドームに戻って来ま

した。私達が大変お世話になっている本田技研工業様は、狭山市（埼玉）と大津町（熊本）の２チーム

が見事に出場を果たされました。 

２０１２年７月１６日、研進・進和学園・小田原支援センターの代表約５０名は、Honda埼玉チームの

初戦応援に繰り出しました。華やかな応援合戦に身を委ね、選手、スタンドの皆様と一体となって感動

を味わいました。Honda熊本の初戦、そして、Honda埼玉の第2回戦にも連続して応援に参加する機会

に恵まれましたことに、改めて感謝したいと思います。 

ピンチとチャンスが交錯するゲーム展開は、正に私達の仕事や日常生活、人生にも通ずるものであり、

常に諦めずに勇気を持って全力を尽くすことの大切さを教えてくれました。 

 

 夏の「ポット苗づくり」体験イベント                   ２012/07/15 

本格的な夏の到来、２０１２年７月１４日、一般参加の

皆様１２名をお迎えしての「ポット苗づくり」は、「ま

じぇるハウス」前の仮設テントで行いました。この時期

のハウス内はサウナ状態で、ダイエッ  

トには最適？ですが、外のテントであれば風通しも良く

快適な作業空間となります。 

皆で力を合わせ、スダジイとアラカシの幼苗を午前・午

後合わせて２，２２０ポットを仕上げました。進和学園 

では、ポット苗づくりを日中作業として計画的に実施し 

http://www.shinwa-gakuen.or.jp/works/inochi_no_morizukuri/donguri
http://www.shinwa-gakuen.or.jp/works/inochi_no_morizukuri/donguri
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ています。小さなドングリの苗木との語らいから、忘れ 

かけていた大切な何かを取り戻すチャンスとなる筈・・ 

是非、皆様もご参加下さい！お待ちしています！ 

 

 

 ホンダ浜松製作所（ハマセイ）様・無償貸与機械 メンテナンスに感謝！   ２012/07/13 

私達のホンダ車部品組立加工の仕事は、１９７４年、ホン

ダ浜松製作所様の絶大なご支援により実現しました。時代

の変遷に伴い、二輪・汎用から四輪部品に移行しましたが、

世界のHonda の礎を築いた「ハマセイ」様（浜松製作所

の愛称）とは、今でも深いご縁で結ばれています。研進創

業者の故出縄光貴も嘗て浜製（ハマセイ）に勤務していま

した。 

ホンダ車部品授産事業の開始以来、浜製様よりインジェクション・マシ

ンやプレス機械類を、長期に亘り「無償貸与」頂き、障害者の自立・就

労支援に著しく貢献頂きました。 

これら機械類が任務を終えて行く中で、今も稼働し私達の職場を支えて

いるカウント・マシン（写真右上）は、１９９４年製の特注です。 

２０１２年７月１３日、浜製様及びニシヤマ電機（浜松市）のスタッフ

の方が来訪され、部品交換とメンテナンス作業を親身に行って下さいま

した。変わらぬご厚情に感謝申し上げますと共に、皆様のご支援にお応

え出来るよう、更なる精進をお誓いしたいと思います。 

 「VIVA CON AGUA」創刊号・人と地球にやさしさを届けよう！       ２012/07/07 

自然派女性のためのライフ・スタイル誌 VIVA CON AGUA 

創刊号（発行：キャタリスト／2012年 7月）に、進和学

園「いのちの森づくり」プロジェクトと私達が手掛ける東

ティモール・コーヒー（カフェ・ブーケ）に関する記事

（P.122）が掲載されました。 

一粒のドングリがもたらす人と自然との語らい、開発途上

国と東北復興支援に繋がる「森づくり基金」付きフェア・

トレード珈琲に焦点を当て、苗木の栽培や 

http://vivaconagua.jp/about
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植樹活動、コーヒー豆のハンド・ピッキング作業に従事する障害者の自立・就労支援を目指す取り組み

を「やさしさの輪」という素敵な表現で紹介頂いています。 

エコとオーガニックを志向するお洒落な本誌で取り上げて頂いたことは、大変光栄なことであり、日々、

作業に精を出している障害者ご本人は勿論、職員、関係者にとっても大きな励みになります。 

 

「かなマグ．net」に紹介～「いのちの森づくり」リーダー遠山雄志さん ～  

2012/07/02 

「かなマグ.net」（通称・かなマグ）は、神奈川県広報課がＮＰＯと協働で展

開する「神奈川の個性と魅力ＰＲ事業」の軸となるウェブサイトです。アクシ

ョンしている「ひと」に焦点を当てた特集（2012 年 7月 2日）として、『人

の心と東北を支える苗を育てる／進和学園「いのちの森づくり」リーダー遠山

雄志さん』と題する記事が掲載されました。 

記者の山根麻衣子様に、進和学園職員：遠山雄志（どんぐり隊長）へのインタ

ビューを中心に、私達が推進する「いのちの森づくり」プロジェクトを大変丁

寧に取材頂いたものです。宮脇昭先生（横浜国大名誉教授）のご提言に基づき、東日本大震災の被災地

に瓦礫を活用した「いのちを守る森の防潮堤」を築こうという取り組みへの参画についても紹介頂いて

います。 

このような記事を掲載頂きましたことは、誠に光栄なことであり、皆様のご期待に沿えるよう一同力を

合わせてチャレンジして参ります。     「かなマグ．net」（2012.7.2） 

 楽しいしいポット苗づくり／あじさいまつり                ２012/06/24 

  

 

 

 

 

 

進和学園の２０１２年度「あじさいまつり」の最終日、６月２４日（日）、進和職業センターにてポッ

ト苗づくりイベントを開催しました。私達が推進する「いのちの森づくり」の一環として、ドングリの

幼苗をポットに移し替える作業です。スマート・ウィメンズ・コミュニティ、まじぇる会の皆様はじめ

http://kanamag.net/archives/37641
http://www.facebook.com/smartwomens/timeline?filter=2#!/smartwomens
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学園・研進のメンバー総勢３０名が協力して２，４６０本のポット苗を作りました。 

小さな命ある実生と語り合い爽やかな汗を流す内に、心は癒され自然のパワーで元気がみなぎってきま

す。一仕事為した後の皆さんの満面の笑顔がとても素敵でした。 

シーゼンクラブ(100%自然素材主義） 

 ホンダ埼玉製作所様をお迎えして！                    ２012/06/23 

   

本田技研工業（株）様よりご発注頂いている自動車部品の仕事は３８年目を迎えていますが、進和学園

及び二次下請けの小田原支援センターで働く障害をお持ちの方々の自立を支える一番の柱となっていま

す。リーマンショック以降も円高、デフレ不況、欧州危機に加え大震災やタイ洪水と多難続きの中で、

貴重な仕事を継続して提供下さっているホンダ様に厚くお礼申し上げます。 

   

２０１２年６月２２日、進和学園の恒例行事「あじさいまつり（感謝デー）」の初日に、ホンダ埼玉製

作所の皆様に「しんわルネッサンス」をはじめ各施設の活動をご視察頂きました。就労系施設の他、生

活介護施設においても学園利用者、職員、ご家族と親しく交流、温かい激励のお言葉を頂戴しました。

ホンダ様をお迎えして、一同感激の一日でした。 

今後も、ホンダ車部品の仕事ができることの幸せを胸に刻み、皆様のご期待にお応え出来るよう一同力

を合わせ取り組んで参ります。 

 

http://www.100percent.co.jp/club/report_view/203
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「カフェ・ブーケ」新パッケージ登場 ～ studio COOCA との連携 ～         2012/06/15 

 

 

 

 

  

２０１２年初夏、アイス・コーヒーが美味しくなる季節。私達が手掛ける「カフェ・ブーケ」（東ティ

モール・コーヒー）に新しい仲間が誕生しました。 

studio COOCA さんは、進和学園と同じ

く平塚市に拠点を置く福祉施設で、障害

をお持ちの皆さんが絵画や工芸等の創作

活動に励み、いわゆる「Able Art」の領

域で素晴らしい実績を挙げておられます。

私達は、「カフェ・ブーケ」の新しいパ

ッケージ・デザインをCOOCAさんにお

願いし、魅力的な商品が加わりました。          

福祉施設同志がそれぞれの得意分野を活かした連携を図り、お互いにプラスとなる障害者の自立・就労

支援に繋げて参りたいと思います。 

 しまむらストアー「朝市」に出店！                      2012/06/10 

湘南・平塚の有名スーパー「しまむらストアー」様と地元の横山農

園様のご指導の下、進和学園農業班が手掛けた朝採れ野菜を同スト

アー旭店、長持店にて毎日販売させて頂いています。農業分野にお

ける「施設外就労」と「地産地消」を通じた地域貢献によって、障

害者の自立・就労支援を目指す２０１２年度の重点課題と位置付け

ています。 

先日の旭店に続いて６月１０日（日）、長持店での「朝市」に出店！

横山農園で早朝に収穫したトマト、ナス、キュウリ、インゲン等の新鮮な野菜を皆様にお届けしようと、

元気良くお客様をお迎えしました。開店前から大勢が来店され大盛況の賑わいでした。野菜の他にも、

クッキーやラスク等の進和学園自主製品もお買い上げ頂き、大きな成果に繋がりました。お客様並びに

ご支援を頂いた「しまむらストアー」様、横山農園様に心より感謝申し上げます。 

http://www.kenshin-c.co.jp/cafe-bouquet
http://studiocooca.com/
http://ja.wikipedia.org/wiki/%E3%82%A8%E3%82%A4%E3%83%96%E3%83%AB%E3%83%BB%E3%82%A2%E3%83%BC%E3%83%88
http://www.shimamura-store.com/
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 秦野曽屋高校「総合的な学習の時間」～多様性と共生～           2012/06/08 

    

神奈川県立秦野曽屋高校では、福祉・ボランティア教育に注力されており、「総合的な学習の時間」に

おいて研進・進和学園にお声掛け頂いています。昨年は、１年生を対象に「働くことの意義」をテーマ

に皆で考えました。今年（２０１２年）は、６月７日、２年生１７名と進和学園「どんぐりグループ」

メンバーが協力して、校庭に進和学園栽培の苗木１５０本（注）を植樹する体験授業を行いました。 

「植樹による緑化と障害者理解」がテーマでしたが、宮脇昭先生（横浜国大名誉教授）の「自然の森は

色々な種類が混ざり合っている。仲の良い者だけ集めても駄目。人間社会も同じ。混ぜる。混ぜる。混

ぜる！」という名言を紹介、色々な種類の苗木を混ぜて自然の森づくりを行う植樹体験と合わせ、多様

性を尊重した「共生」について考える機会となれば幸です。 

（注）同校における植樹活動は、進和学園「いのちの森づくり基金」を活用して５回目、植樹した苗木は６６８本を数えます。 

   その内、今回の１５０本を含む４５０本は、（株）サン・ライフ様（平塚市）からの寄付金を充当させて頂きました。 

 

 ホンダＯＢ田島昭次様ご慰問 ～ 「人間尊重」／変わらぬご厚情に感謝！ ～ 2012/06/06 

   

 

 

 

 

 

研進・進和学園におけるホンダ車部品授産事業は、１９７４年（昭和４９年）に始まり３８年目を迎え

ています。本田技研工業（株）様には、現役社員の方々に加えてＯＢの皆様にも変わらぬご厚情を賜っ

ています。ホンダの皆様が、「人間尊重（自立・平等・信頼）」という企業理念を実践されていること

に深い敬意を表すると共に、心より感謝申し上げる次第です。 

http://www.hadanosoya-h.pen-kanagawa.ed.jp/
http://ja.wikipedia.org/wiki/%E5%AE%AE%E8%84%87%E6%98%AD
http://www.sunlife.jp/
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２０１２年６月４日～５日の両日、ホンダ（浜松製作所）ＯＢの田島昭次様が進和学園各施設をご慰問

下さいました。田島様は、全国の福祉施設や保育園を訪問し、得意のマジック（手品）を披露すること

によるボランティア活動をライフワークとされています。田島様の優しさと温かさに包まれながら、楽

しく不思議なマジックの世界に魅了されました。 

ホンダＯＢを会員とするホンダ倶楽部の会報「絆」の取材のため、ホンダ本社総務部スタッフの方も同

行され、交流の輪が拡がりました。仕事に止まらず様々な局面で、ホンダの皆様との交流が図れますこ

とは、この上もない喜びであり、ご縁を大切にして参りたいと思います。 

 

 TVK 秋じゃないけど収穫祭／テレビ・ライブ放送に登場！         2012/06/03 

  

 

 

 

 

 

横浜開港記念日の６月２日と３日、テレビ神奈川主催「2012 秋じゃないけど収穫祭」が、横浜の日本大

通り地区にて開催されました。「地産地消」のための神奈川県産食材・加工品の販売や環境に優しい企

業や団体のブースが多数設営され、大盛況の賑わいでした。 

テレビ神奈川様のご支援を得て、私達も「いのちの森づくり」の紹介及び進和学園はじめ福祉施設の自

主製品を展示販売させて頂きました。 

テレビ神奈川開局４０周年記念事業「どんぐりドリーム大作戦」の一環として、どんぐりの幼苗をポッ

トに移し替える体験コーナーでは、その模様がテレビでライブ放送されると共に、特設ステージに私達

も登壇し「大作戦」のプレゼンテーションの一翼を担わせて頂きました。 

http://www.tvk-yokohama.com/aki/
http://www.shinwa-gakuen.or.jp/inochi_no_morizukuri
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ビッグ・イベントへの参画と大勢の皆様との交流が叶いましたことを大変嬉しく思います。今後も「ど

んぐりドリーム大作戦」に積極的に参加し、「森づくり」を通じた「人づくり」にも貢献できれば幸い

です。 

 

 

 

 

 

 
 

 秦野野市・逗子市のご発注に感謝！                     2012/05/27 

秦野市と逗子市では、毎年、進和学園栽培の苗木をご発注下さっています。苗木の売上げは、学園利用

者（知的障害者）の工賃に還元され、就労自立支援に繋がっており大変有難く思います。 

■第５回秦野市植樹祭に参加！ 

    

２０１２年５月２７日、爽やかな快晴の下、渋沢峠付近の里山で開催された植樹祭では、大勢が集い４

００本の広葉樹が植樹されました。その内、２００本は進和学園にご発注頂いた苗木です。古谷義幸市

長はじめ秦野市職員の皆様に感謝の気持ちをお伝えし、地域の方々と力を合わせて植樹作業に励みまし

た。    秦野市広報（記者発表資料） 
 

■逗子市立久木小学校に苗木を納品 

２０１２年５月２５日、進和学園の苗木１５０本を逗子市立久木小

学校に納品。今年も、植樹ボランティア「ほととぎす隊」の皆様が

親身に仲介して下さいました。 

昨年まで手掛けていた逗子小学校の外構植樹も順調に進み、苗木は

すくすくと成長しています。久木小学校でも、児童の皆さんが植樹

を通じて自然の素晴らしさや命の尊さを学んで頂けたら幸いです。 

http://www.city.hadano.kanagawa.jp/koho/shise/koho/mahoroba/h24/0523_0527.html
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 テレビ＆ラジオで紹介！～森づくりで自立・就労支援～             2012/05/26 

私達が推進する「いのちの森づくり」が次の通りテレビとラジオ番組で紹介されました。放送メディア

で取り上げて頂くことは大変光栄なことであり、進和学園メンバー及び弊社スタッフにとっても大きな

励みになります。「森づくり」を通じた障害者の自立・就労支援の成果を今後も蓄積して参りたいと思

います。 

■テレビ神奈川（TVK） 

 

 

 

 

 

 

     TVK:明石記者のインタビューを受ける進和学園「どんぐりグループ」のメンバー  

・日時：２０１２年５月２５日（金） ２１：３０～ 

・番組：ニュース９３０ 

・内容：宮脇昭先生（横浜国立大学名誉教授）との出会いからスタートした進和学園の「いのちの 

    森づくり」プロジェクトをニュースの特集として紹介。「その土地本来の木による本物の 

    森づくり」を通じて、知的障害者の自立・就労支援を目指す私達の取り組みをインタビ 

    ューと解説を交えて分かり易く報じて頂きました。 

■かわさき FM （79.1Mhz） 

・日時：２０１２年５月２５日（金） １５：３０～ 

・番組：庄司佳子のエコでハピネス 

・内容：進和学園及び研進より、次の４名が出演し、 

   「いのちの森づくり」プロジェクトの活動について、 

   インタビューにお応えしながら楽しく紹介させて頂 

   きました。 

    進和学園：遠山 雄志（どんぐり隊長） 

         大岩 秀幸（どんぐりグループ） 

         田辺 達也（同 上） 

    （株）研進：妹尾 祐子（サポーター） 

 



52 

 

 東ティモール独立１０周年記念～ 「カフェ・ブーケ」紹介 ～       2012/05/25 

２０１２年５月２０日、東ティモール民主共和国は独立１０

周年を迎えました。２１世紀最初の独立国として世界中に祝

福された東南アジアの小国の人々は、毎日を精一杯生き、少

しでも良い社会の実現を願ってきました。しかしながら、依

然として国民の４割以上は貧困層に属しています。 

「東ティモール独立 10周年を記念する会」では、全国各地

で様々なイベントを企画、研進も協賛させて頂いています。私達は、東ティモール産コーヒーを自主製

品化し「カフェ・ブーケ」ブランドで販売しています。知的障害をお持ちの方が、コーヒー豆のハンド・

ピッキングや計量・梱包に粘り強く取り組んでいます。 

私達は、次のささやかなイベントを通じて、①開発途上国支援 ②障害者就労支援 ③売上の一部を活

用した東北復興の森づくり支援 に貢献する「カフェ・ブーケ」を多くの皆様に紹介したいと考えていま

す。    東ティモール独立 10周年ウェブ写真展  進和学園イベント（神奈川） 

１．進和会総会／「カフェ・ブーケ」試飲会 

進和学園利用者保護者会（進和会）の総会が、５月１９日、平塚

プレジールにおいて開催されました。研進のプレゼンテーション

において、東ティモールの応援に繋がる「カフェ・ブーケ」を紹

介、試飲会を開催し好評を博しました。 

２．「プチ・ブーケ」写真展示＆おためしセール 

進和学園の路面店「プチ・ブーケ」（平塚市徳延）において、５

月２１～２５日、東ティモールの写真展示及び「カフェ・ブーケ」のおためしセールを開催しました。 

 

 

 

  

 

 

 B＆Ｇ財団「海を守る植樹教育事業・植樹リーダー研修会」        2012/05/19 

 

公益財団法人 B&G（ﾌﾞﾙｰｼｰ･ｱﾝﾄﾞ･ｸﾞﾘｰﾝﾗﾝﾄﾞ）財団様主催による「海を守る植樹教育事業・植樹リーダー

研修会」が、２０１２年５月１７～１８日の両日、進和学園（しんわルネッサンス）にて開催され、北

http://tl10thjp.info/
http://www.flickr.com/photos/easttimorphotos/sets/72157629937529553/
http://tl10thjp.info/info/regional/post_8.html
http://www.bgf.or.jp/
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海道から鹿児島県与論島に至る全国各地から２７名が参加さ

れました。豊かな海を守るために森の大切さを子供達に伝え、

ドングリから苗を育て植樹する体験型の環境学習を推進して

行く際に求められる知識やノウハウの修得が目的です。 

初日の基調講演では、宮脇昭先生（横浜国大名誉教授）が登壇、

一般参加者を含め１３０名の聴衆を前に、「いのちを育むふる

さとの森づくり」の必要性を説かれ、また、東日本大震災の被

災地に、ガレキを活用して「いのちを守る森の防潮堤」を構築する提言に熱

弁を振るわれました。 

国際生態学センターの林寿則研究員及びNPO国際ふるさとの森づくり協会

の髙野義武理事長による講義に加え、育苗・植樹実習や植樹地の見学と中身

の濃いプログラムが組まれました。 

私達は、会場提供及び宮脇先生講演会を共催させて頂くと共に、実習におけ

る講師を務めさせて頂きました。「青い海」と「緑の大地」を守り、自然と共生できる青少年の健全育

成を推進する意義ある事業に参画させて頂けることを大変光栄かつ嬉しく思います。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

宮脇昭先生を囲んで（しんわルネッサンス） 

神奈川新聞／カナロコ（2012.5.18）   B&G財団活動記録   日本財団ブログ・マガジン 

横浜クルーズ   かなマグ net   Photo Album Chart （2012.5/17～18） 

 

 第５回湘南国際村めぐりの森植樹祭                    2012/05/13 

２０１２年５月３日に予定されていた第５回湘南国際村めぐりの森植樹祭は、大雨のため急遽中止とな

りましたが、植樹される予定であった苗木は、５月１３日（日）に無事植えることが出来ました。日程

が変更されたものの、２２世紀に引き継ぐ都市近郊の森づくりに大勢が集い、３，０００本の広葉樹の

苗木を植樹しました。内、１，９８０本の苗木は、進和学園「いのちの森づくり基金」への（株）サン・

http://www.youtube.com/watch?v=gDOEs2_ONGM
http://news.kanaloco.jp/localnews/article/1205170035/
http://www.bgf.or.jp/activity/report/2012/youth/120517.html
http://blog.canpan.info/koho/archive/1759
http://yokohama-cruiz.org/2012/05/25/inochi-no-mori/
http://kanamag.net/archives/36973
http://www.kenshin-c.co.jp/img/uploads/9/B&Gkennsyu%20photo%20chart%20(2012.5).pdf
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ライフ様（平塚市）のご寄附を活用して寄贈させて頂きました。 

 

 

 

 

 

 

 

毎年、春と秋に行われる本植樹祭は、進和学園のメンバーにとっても就労・自立に向けた活動として貴

重な機会です。私達は、今回も植樹祭の事前準備作業から参加させて頂きました。主催者の協働参加型

めぐりの森づくり推進会議、NPO国際ふるさとの森づくり協会、下記企業の皆様をはじめ関係各位のご

理解ご支援に厚く御礼申し上げます。 

協力企業様 （敬称略）  本植樹祭におけるご支援内容 

（株）サン・ライフ 
 進和学園「いのちの森づくり基金」への同社ご寄付に基づき、 

 苗木１，９８０本を提供。 

 横浜ゴム（株） 
 進和学園がご寄贈を受け栽培を引き継いだシラカシ、タブノキ 

 の苗木：合計３２０本を植樹。 

      

            （株）サン・ライフ様のご支援に感謝！ 
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冠婚葬祭・福祉・文化関連事業を展開されている株式会社サン・ライフ様（本社：神奈川県平塚市）に

は、進和学園「いのちの森づくり基金」にこれまで累計３４０万円をご寄附賜っています。苗木に換算

すると８，５００本に及び、今回の湘南国際村での植樹１，９８０本を含め既に５ヶ所合計５，９８０

本の植樹を実現することが出来ました。 

サン・ライフ様の温かいご支援に心より感謝申し上げます。 

 

 しまむらストアー・横山農園・進和学園の地域密着連携！          2012/04/26 

湘南・平塚の有名スーパ－しまむらストアー様では、現在、５店舗（旭、長持、徳延、中里、中原御殿）

において進和学園が栽培した原木しいたけや自主製品の専用コーナーを設けて頂いており、大きな励み

になっています。また、地元の横山農園様のご指導の下、進和学園農業班が日々農作業に取り組み、新

鮮かつ安全な野菜類を「しまむらストアー」様に納品しています。 

しまむらストアー・横山農園の皆様とのご縁からスタートした地域密着の連携を大切に育んで参りたい

と思います。 

■しまむらストアー社長：島村孝征様ご視察 

  

２０１２年４月２４日、しまむらストアー社長の島村孝征様はじめ幹部の皆様が、進和学園の活動をご

視察されました。農業班の就労機会をご提供頂いている横山農園の横山一郎様もご一緒下さいました。

畑での農作業の様子並びに「しんわルネッサンス」におけるホンダ車部品の組立や相州ダルマの絵付、

紅茶・コーヒーの検量・梱包作業等をご覧頂き、障害者ご本人や職員とも親しく交流を図って頂きまし

た。 

私共が抱える課題に親身に相談に応じて下さり、福祉的就労の拡充や社会貢献に資する地域密着の連携

を目指すことで一致しました。しまむらストアー及び横山農園の皆様のご理解とご支援に心より感謝申

し上げます。 

http://www.shimamura-store.com/
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        しまむらストアー社長：島村孝征様を囲んで（しんわルネッサンス） 

Photo Album Chart (2012.4.24) 

■しまむらストアー 旭店／進和学園「本日収穫コーナー」大好評！ 

２０１２年度は、地元の横山一郎様（横山農園）のご指導の下、進和学

園メンバーが農作業を手伝わせて頂き（注）、同農園にて朝採りした新

鮮野菜をお届けする「本日収穫コーナー」（旭店）が誕生！横山様は、

希少なエコ認定農家として県知事認定を取得されています。目下出荷中

のキュウリは、安心・安全に加えて、パリパリの瑞々しさが際立つ美味

しさと大好評です。「完売」の日も多く、農業班に従事する障害をお持

ちの方々の働き甲斐に繋がっています。 

地域密着の農園・スーパー・福祉施設の連携は、農業の活性化、企業の

社会的責任、福祉的就労の拡充といった付加価値の高い取り組みと考え

ます。 

（注）横山農園様における農作業の受託は、発注事業者様より請け負わせて頂いた「仕事」を、当該事業者が提供する就

労場所にて行う「施設外就労」という形態です。障害者本人、発注事業者、福祉施設の何れにもメリットが大きく、直接

雇用が叶わず福祉施設で働く障害者の自立支援策として期待されています。 

 

 「アースデイ東京 2012」に参加！                      2012/04/22 

市民による日本最大級の地球フェスティバル「アースデイ東

京 2012」が、４月２１～２２日の両日、東京・代々木公園

にて開催され大盛況の賑わいとなりました。民族・国籍・信

条・政党・宗派を超えて、誰もが自由にその人の方法で、地

球環境を守る意思表示をする国際連帯行動です。この意義深

いイベントに、TOKYO油田 2017（株式会社ユーズ）、環

http://www.kenshin-c.co.jp/img/uploads/9/shimamura%20photo%20album(2012.4.12).pdf
http://www.earthday-tokyo.org/
http://www.earthday-tokyo.org/
http://tokyoyuden.jp/
http://ecomesse.jp/
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境まちづくりＮＰＯエコメッセ、並びに工房どんぐりすとの皆様 

のご厚意によりお仲間に加えて頂き、ブースの一画に進和学園コ 

ーナーを設営させて頂きました。 

 

「いのちの森づくり」プロジェクト（森づくりを通じた障害者の 

自立・就労支援）の紹介と自主製品の販売を中心に、研進のスタ 

ッフが参加して大勢の方々と交流することが出来ました。私達の 

願いである「福祉・環境・教育・労働」の連携を発信させて頂く 

貴重な機会となりました。 

「アースデイ東京2012」ガイドマップ 

 

 

 「Present Tree from 熱海の森」                      2012/04/15 

 

 

 

 

 

  

２０１２年４月１５日、ＮＰＯ法人環境リレーションズ研究所主催の「Present Tree from 熱海の森」

の保全活動に参加しました。３月の準備作業から「湘南の森」の皆様のご指導を受け、静岡県熱海市の

植樹地に赴くのは、これが３回目です。今回は、一

般参加の方々もご一緒する正式イベントですが、森

林インストラクターの皆様のリードにより、まずは、

苗木運搬を分担しての登山！息を弾ませ現地に到

着後、昼食でエネルギーを補給し、いよいよ作業の

開始です。 

昔は人の手が入った豊かな里山も、長い間、放置さ

れて荒れていましたが、間伐して整備を行った植栽

地に、皆で力を合わせて４種類の広葉樹１２０本を

http://ecomesse.jp/
http://www.muse.dti.ne.jp/dongurist/
http://www.earthday-tokyo.org/2012/top/img/guidemap_web.pdf
http://www.presenttree.jp/pdf/atami0415.pdf#search='present
http://www.presenttree.jp/pdf/atami0415.pdf#search='present
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植樹しました。今回も進和学園が栽培した苗木を一部ご利用頂きました。鹿の食害を防止するため、１

本づつ鹿ネットを施し完成です！一仕事成し遂げた達成感と良いことをした充実感に浸り、参加者一同

に満面の笑顔が溢れました。        Present Tree 「熱海の森」植樹活動報告 

 「くくのちのモリプロジェクト」との連携 ～ いのちの森づくり ～     2012/04/14 

 

 

 

 

 

 

              進和学園「どんぐりハウス」にて 

「くくのちのモリプロジェクト」の皆様は、多摩美術大学を拠点に「森づくり」に取り組まれており、

同大学八王子キャンパスの一画を、進和学園の苗木の植樹場所として提供頂いています。苗木栽培に従

事する障害者の就労機会にも繋がり、大変有難く思います。 

今般、皆様が大学内で栽培されていた多数の苗木を進和学園にご寄贈頂きました。２０１２年４月１４

日、代表メンバーの方々が、学園「どんぐりハウス」に来訪され、苗木の整理や手入れをご一緒に行い

ました。樹種名の特定とネーム・プレート設置、種類ごとの取り纏め、雑草除去、ポットの移し替え等

の作業を協力して行い、「森づくり」談義に花を咲かせながら、和気あいあいと楽しい１日を過ごしま

した。 

くくのちのモリプロジェクト活動レポート(2012.4.14）  くくのちのモリプロジェクト「苗木の引越」 

 

 IGES-JISE 市民・環境フォーラム                     2012/04/07 

２０１２年４月７日、ＩＧＥＳ－ＪＩＳＥ（地球環境戦略研

究機関・国際生態学センター）市民・環境フォーラムが、パ

シフィコ横浜国際会議場において開催されました。「東日本

大震災の教訓を活かし共生社会の実現を目指して」をテーマ

に、宮脇昭先生（国際生態学センター長）と安成哲三先生（名

古屋大学特任教授）の講演及びパネル討論が組まれました。 

大震災により甚大な被害を受けた東北沿岸部の防潮林につい

http://presenttree.jugem.jp/?eid=113
http://kukunochi.jp/project/mori-pj/moripj-report/%e3%81%a9%e3%82%93%e3%81%90%e3%82%8a%e3%83%8f%e3%82%a6%e3%82%b9%e3%81%a7%e3%81%ae%e8%8b%97%e6%9c%a8%e4%bd%9c%e6%a5%ad%e3%80%80%e7%ac%ac1%e5%9b%9e%e3%83%ac%e3%83%9d%e3%83%bc%e3%83%88.html
http://kukunochi.jp/news/event/%e3%83%a2%e3%83%aa%e3%83%97%e3%83%ad%e3%82%b8%e3%82%a7%e3%82%af%e3%83%88%e3%80%80%e8%8b%97%e6%9c%a8%e3%81%ae%e5%bc%95%e3%81%a3%e8%b6%8a%e3%81%97.html
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て、ガレキを活用した「いのちを守る森の防潮堤」を 

「その土地本来の木による本物（自然）の森」によっ 

て創造しようとする提言が紹介され、大勢の参加者が 

大きな拍手を送りました。 

私達が推進する「いのちの森づくり」プロジェクトに 

おいても、東北産のドングリや木の実から苗木を栽培 

し、東北復興のための植樹活動に貢献できればと考え 

ています。 

IGES-JISE 市民・環境フォーラム プログラム 

 

 アーサー・ホーランド師と「いのちの森づくり」               2012/04/07 

「不良牧師」としてユニークな伝道活動を繰り広げているアーサー・ホーランド牧師を招聘して、２０

１２年４月７日、神奈川県足柄の里山に位置する ブルーベリーガーデン旭において、「いのちの森づく

り」植樹イベントを開催しました。 

快晴のさわやかな青空の下、アーサー師の温かくユーモアに溢れる講演 

に続いて、農園の一画に「本物（自然）の森」を育むために、進和学園 

が栽培した広葉樹の苗木約１４０本を皆で力を合わせて植えました。 

アーサー師の啓示と「いのちの森づくり」プロジェクトに込められた想 

いが、参加された皆様の心に響き、命の尊さや私達が忘れかけている大 

切なものを呼び起こし、豊かな人生を送るためのヒントとなれば幸いです。  

 

 

 

 

 

 

 

Photo Album Chart (2012.4.7) 

 

http://www.jise.jp/info/H23forum.pdf#search='
http://dogu.boy.jp/
http://www.kenshin-c.co.jp/img/uploads/9/arthur%20hollands%20moridukuri(2012.4.7).pdf
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 「働くしあわせプロジェクト」との連携                   2012/04/05 

「働くしあわせプロジェクト」とは、“障害者就労支援”をテーマ

に活動している各分野のプロフェッショナルがノウハウやリソ

ースを共有し、ビジネス・スキルを用いて障害者雇用と福祉的就

労の課題解決を目指す専門家ネットワークです。「福祉的就労」の底上げという共通の目的意識に基づ

き、研進は、同プロジェクトに参画しています。 

２０１２年４月４日、同プロジェクトを率いる石田和之様が進和学園の「いのちの森づくり」を視察さ

れた際の記事が、「働くしあわせプロジェクト」ブログに掲載されています。 

今後、「いのちの森づくり」活動をはじめ、広範な取り組みにおいて「働くしあわせプロジェクト」と

の連携を推し進める考えです。 

http://www.hatarakushiawase.net/index.php
http://ameblo.jp/diversity-and-inclusion/entry-11213990522.html

